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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



�

資料中の「三菱電機」、「三菱XX」等名称の株式会社ルネサス テクノロジへの変更について�

　2003年4月1日を以って株式会社日立製作所及び三菱電機株式会社のマイコン、ロジック、

アナログ、ディスクリート半導体、及びDRAMを除くメモリ(フラッシュメモリ・SRAM等)を含

む半導体事業は株式会社ルネサス テクノロジに承継されました。�

従いまして、本資料中には「三菱電機」、「三菱電機株式会社」、「三菱半導体」、「三菱XX」といっ

た表記が残っておりますが、これらの表記は全て「株式会社ルネサス テクノロジ」に変更され

ておりますのでご理解の程お願い致します。尚、会社商標・ロゴ・コーポレートステートメント

以外の内容については一切変更しておりませんので資料としての内容更新ではありません。�

�

注：「高周波・光素子事業、パワーデバイス事業については三菱電機にて引き続き事業運営を�

        行います。」�

�

2003年4月1日�

株式会社ルネサス テクノロジ�

カスタマサポート部�

お客様各位�



概　要

　38C2グループは、740ファミリコアを採用した8ビットマイクロコ

ンピュータです。LCD駆動制御回路、A-D変換器、シリアルI/Oな

どの付加機能を備えています。

　38C2グループには内蔵するメモリの種類、容量、パッケージの

異なる複数の品種があります。詳細については形名とメモリサイ

ズ・パッケージの項を参照してください。

　

特　長

●基本機械語命令 .................................................................... 71

●命令実行時間 ........ 0.50μs(最短命令、発振周波数8MHz時)

●メモリ容量 ROM ....................................... 16K～60Kバイト

RAM ....................................... 640～2048バイト

●プログラマブル入出力ポート............... 51本（SEG共用24本）

●割り込み ....................................................... 18要因､16ベクタ

●タイマ .................................................. 8ビット×4、16ビット×2

●シリアルI/O .............. 8ビット×2 (UART又はクロック同期形)

●PWM .................... 10ビット×2、16ビット×1 (IGBT出力兼用)

●A-D変換器 ............................................................. 10ビット×8

●ウオッチドッグタイマ .............................................. 8ビット×1

●LED直接駆動ポート............................................................ 8本

(平均電流15mA、尖頭電流30mA、総和電流90mA)

●クロック発生回路 .................................................... 2回路内蔵

(セラミック共振子又は水晶発振子外付け)

●LCD駆動制御回路 バイアス.................. 1/2、1/3バイアス

時分割 .......................... 2、3、4時分割

コモン出力 ................................... 4本

セグメント出力........................... 24本

●電源電圧

　・マスク版

　　2分周モード時(発振周波数8MHz時) ................. 4.0～5.5V

　　4分周モード時(発振周波数4MHz時、A-D動作は除く)

.............................................................. 1.8～5.5V

　　低速動作時(発振周波数32kHz時) ...................... 1.8～5.5V

　・フラッシュメモリ版

　　2分周モード時(発振周波数8MHz時) ................. 4.0～5.5V

　　4分周モード時(発振周波数8MHz時) ................. 2.5～5.5V

　　低速動作時(発振周波数32kHz時) ...................... 2.5～5.5V

●動作周囲温度 ........................................................ －20～85℃

●消費電力

　・2分周モード時(Vcc=5V、発振周波数8MHz時)

　　マスク版 .................................................................... 14mW

　　フラッシュメモリ版 ..................................................... 25mW

　・低速モード時(Vcc=3V、発振周波数32kHz時)

　　マスク版 ................................................................... 21μW

　　フラッシュメモリ版 .................................................. 375μW

図1．M38C2XMX-XXXFPピン接続図

ピン接続図（上面図）
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

VCCに1.8～5.5V、VSSに0Vを印加します。

アクティブ“L”のリセット入力端子です。

メインクロック発生回路の入出力端子で、 XINとXOUTの間にセラミック共振子又は水晶発振子を接続しま
す。外部クロック使用時はクロック発振源をXINに接続し、XOUTは開放にします。

0≦VL1≦VL2≦VL3の電圧を印加します。LCDには、0～VL3の電圧を印加します。

LCDコモン出力端子です。２時分割時はCOM2、 COM3は使用しません。３時分割時はCOM3は使用しませ
ん。

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

ＬＣＤセグメント
出力端子

シリアルＩ／Ｏ２の機能端子

外部割り込み端子

タイマX、タイマ2出力

タイマXの機能端子

端子の機能説明

VCC,VSS

RESET

XIN
XOUT

VL3

COM0～COM3

P00/SEG0～
P03/SEG3

P04/SEG4～
P07/SEG7

P10/SEG8～
P17/SEG15

P20/SEG16～
P25/SEG21

P26/SEG22/ＶL1

P27/SEG23/ＶL2

P30/SRDY2
P31/SCLK2
P32/TXD2

P33/RXD2

P34/INT2

P35/TXOUT
P36/T2OUT/φ

P37/CNTR0

P40/OOUT0/AN0

P41/OOUT1/AN1

P42/AN2～
P45/AN5

P46/RTP0/AN6

P47/RTP1/AN7

電源入力

リセット入力

クロック入力
クロック出力

LCD用電源入力

コモン出力

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入出力ポートP4

 機　　　　能端子名 名　称
ポート以外の機能

キー入力割り込み
入力端子

ＬＣＤ電源入力

8ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

3ビットの入出力ポートです。CMOS入力レベルで、CMOS3ステー
ト出力です。プルアップ制御/ビット単位の入出力指定が可能です。

フラッシュモード時はVPP電源入力端子になります。マイコン動作時はVSSに接続してください。

Ａ－Ｄ変換器の基準電圧入力端子です。

Ａ－Ｄ変換器の電源入力端子です。この端子はVSSに接続してください。

P50/INT0
P51/INT1

P52/T3OUT/PWM0

P53/T4OUT/PWM1

P54/RXD1,
P55/TXD1,
P56/SCLK1,
P57/SRDY1

P60/CNTR1

P61/XCIN
P62/XCOUT

CNVSS

VREF

AVSS

入出力ポートP5

入出力ポートP6

CNVSS

基準電圧入力

アナログ電源入力

ＡＤ変換器入力
端子

外部割り込み端子

タイマ３、タイマ４出力
ＰＷＭ出力

シリアルＩ／Ｏ１の機能端子
キー入力割り込み入力端子

タイマYの機能端子
サブクロック発生回路の入出力端
子です。発振子を接続します。

発振外部出力
端子

リアルタイム
ポート機能端子

表1．端子の機能説明
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

　

�

パッケージ種類
FP：外形 64P6U-A
HP： 64P6Q-A
　
　

ROM番号
フラッシュメモリ版では省略されます。

形名とメモリサイズ･パッケージ

形名　M38C2 9 M C － XXX HP

図3．形名とメモリサイズ・パッケージ

�

特性
－： 標準品
D： 広動作温度範囲版
　

ROM/PROM容量
1： 4096バイト
2： 8192バイト
3： 12288バイト
4： 16384バイト
5： 20480バイト
6： 24576バイト
7： 28672バイト
8： 32768バイト

ROM領域のうち、先頭の128バイトと最後の
2バイトは予約ROM領域であり、ユーザROM
領域としては使用できません。

�

メモリの種類
M：マスクROM版
F：フラッシュメモリ版

RAM容量
0： 192バイト
1： 256バイト
2： 384バイト
3： 512バイト
4： 640バイト
5： 768バイト
6： 896バイト
7： 1024バイト
8 : 1536バイト
9 : 2048バイト

9： 36864バイト
A： 40960バイト
B： 45056バイト
C： 49152バイト
D： 53248バイト
E： 57344バイト
F： 61440バイト
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

グループ展開

　38C2グループは次のような展開を計画しています。

メモリの種類

　マスクROM版、フラッシュメモリ版のサポート

メモリ容量

　ROM/フラッシュメモリ容量 ........................... 16K～60Kバイト

　RAM容量 ....................................................... 640～2048バイト

パッケージ

　64P6Q-A ................... 0.5mmピッチプラスチックモールドQFP

　64P6U-A ................... 0.8mmピッチプラスチックモールドQFP

注．注．注．注．注．開発中及び計画中の製品については開発スケジュール等を見直す場合があります。

32k

28k

24k

20k

16k

12k

8k

4k

256 384 512 640 768 896 1,024192

40k

48k

1,536 2,048

56k

60k
ROM
サイズ
 (バイト)

RAMサイズ( バイト )

M38C29FF

開発中

M38C29MC

開発中

M38C24M4

開発中

M38C24M6

開発中

図4．38C2グループ　ROM、RAM展開計画
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

現在サポートを計画している製品を表2に示します。

製品形名 RAM容量
(バイト)

ROM容量(バイト)
( )内はユーザROM容量

64P6U-A

64P6Q-A

64P6U-A

64P6Q-A

64P6U-A

64P6Q-A

64P6U-A

64P6Q-A

49152
(49022) 2048

2048
61440
(61310)

備考

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

フラッシュメモリ版

フラッシュメモリ版

M38C29MC-XXXFP

M38C29MC-XXXHP

M38C24M6-XXXFP

M38C24M6-XXXHP

M38C24M4-XXXFP

M38C24M4-XXXHP

M38C29FFFP

M38C29FFHP

パッケージ

16384
(16254)

24576
(24446)

640

640

2001年11月現在表2．サポート製品一覧
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

機能ブロック動作説明

中央演算処理装置（CPU）

38C2グループは、740ファミリ共通のCPUを持っています。各命

令の動作については740ファミリアドレッシングモード及び機械語

命令一覧表、又は740ファミリソフトウエアマニュアルを参照してく

ださい。

品種に依存する命令については以下のとおりです。

１．FST、SLW命令はありません。

２．MUL、DIV命令が使用可能です。

３．WIT命令が使用可能です。

４．STP命令が使用可能です。

【CPUモードレジスタ】　CPUM

　CPUモードレジスタには、スタックページの選択ビットや内部

システムクロックの制御ビットなどが割り当てられています。

　このレジスタは003B16番地に配置されています。

図5．CPUモードレジスタの構成

b7 b0

プロセッサモ－ドビット

スタックペ－ジ選択ビット
     0 : ０ペ－ジ
     1 : １ペ－ジ

CPUモ－ドレジスタ(003B16 番地) 
CPUM

b1 b0
0 0 :  シングルチップモ－ド

0 1 :  
1 0 :       使用禁止

1 1 :  

不使用(読み出し時"1")

メインクロック(XIN - XOUT)分周比選択ビット
b5 b4
0 0

0 1
1 0

1 1

:  XIN/8 (8分周モード)

:  XIN/4 (4分周モード)

:  XIN/2 (2分周モード)
:  使用禁止

システムクロック制御ビット
b7 b6
0 0

0 1
1 0

1 1

:  XIN停止、XCIN発振、システムクロック=XCIN
:  XIN発振、XCIN停止、システムクロック=XIN

:  XIN発振、XCIN発振、システムクロック=XCIN
:  XIN発振、XCIN発振、システムクロック=XIN

("0"を書き込まないでください)



8

三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

メモリ

●SFR領域

ゼロページ内にあり、入出力ポート、タイマなどの制御レジスタ

が配置されています。

●RAM

データ格納、サブルーチン呼び出し及び割り込み時のスタック

などに使用します。

●ROM

先頭の128バイトと最後の2バイトは、製品検査用の予約領域

で、それ以外がユーザ領域です。

●割り込みベクトル領域

リセット及び割り込みのベクトル番地格納領域です。

●ゼロページ

ゼロページアドレッシングモードを使用することにより、 2

語でアクセスできる領域です。

●スペシャルページ

スペシャルページアドレッシングモードを使用することにより、

2語でアクセスできる領域です。

図6．メモリ配置図

SFR領域

割り込みベクトル領域

ROM領域
予約ROM領域

(ROM領域共通128バイト)

010016 

000016

004016

084016 

FF0016

FFDC16

FFFE16

FFFF16

ゼロページ

スペシャル
ページ

RAM領域

RAM容量
(バイト)

XXXX16番地

192
256
384
512
640
768
896
1024
1536
2048

XXXX16

00FF16
013F16
01BF16
023F16
02BF16
033F16
03BF16
043F16
063F16
083F16

ROM容量
(バイト)

YYYY16番地 ZZZZ16番地

4096
8192
12288
16384
20480
24576
28672
32768
36864
40960
45056
49152
53248
57344
61440

F00016
E00016
D00016
C00016
B00016
A00016
900016
800016
700016
600016
500016
400016
300016
200016
100016

F08016
E08016
D08016
C08016
B08016
A08016
908016
808016
708016
608016
508016
408016
308016
208016
108016

YYYY16

ZZZZ16

予約ROM領域

RAM

ROM

004C16

LCD表示用RAM領域

予約領域

使用していない

SFR領域0FE016
100016
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

図7．SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

入出力ポート

�●方向レジスタ

　入出力ポートP0～P6は方向レジスタを持っており､入力ポー

トとして使用するか出力ポートとして使用するか、ビット単位に

設定することが可能です。方向レジスタを“0”にクリアすると、

その端子は入力ポートになります。また、ポートP0～P2は方向レ

ジスタを“1”かつセグメント出力禁止レジスタを“1”にセットす

ると出力ポートになり、ポートP3～P6は方向レジスタを“1”に

セットすると出力ポートになります。

  　  出力ポートに設定されている端子から読み込んだ場合は、端

子の値ではなくポートラッチの内容が読み込まれます。入力

ポートに設定されている端子はフローティングとなり、端子の

値を読み込むことができます。書き込んだ場合はポートラッチ

に書き込まれますが、端子はフローティングのままです。

�●プルアップ制御

　ポートP0～P2は、方向レジスタ及びセグメント出力禁止レジ

スタ0～2(0FF8～0FFA16番地)を設定することにより、プログラ

ムでプルアップのビット単位の制御が可能です。方向レジスタ

を“0”かつセグメント出力禁止レジスタを“1”にするとその端

子はプルアップされます。ポートP3～P6はＰＵＬＬレジスタ

(0FF116番地)を設定することより、プログラムでプルアップの

制御が可能です。ただし、出力ポートに設定されている端子は

この制御から切り離されプルアップは行われません。

　

図9．PULLレジスタ、セグメント出力禁止レジスタの構成

図8．ポートP0～P2の設定

ｾｸﾞﾒﾝﾄ出力
禁止ﾚｼﾞ

ｽﾀ方向
ﾚｼﾞｽﾀ

入力ポート
プルアップ

なし

入力ポート
プルアップ

あり

セグメント
出力

ポート
出力

“０”

“０” “１”

“１”

初期状態

P00プルアップ
P01プルアップ
P02プルアップ
P03プルアップ
P04プルアップ
P05プルアップ
P06プルアップ
P07プルアップ

セグメント出力禁止レジスタ0(0FF816番地)
SEG0

b7 b0

注1．入力ポートに設定されている端子のみPULLレジ 
         スタ及びセグメント出力禁止レジスタによってプ
         ルアップ制御が行えます。

注2．LCD電源制御レジスタ(003816番地)のVL端子入力   
         選択ビット(VLSEL)が“1”の場合、P26およびP27 
         の設定は無効になります。

PULLレジスタ(0FF116番地)
PULL

b7 b0

P30～P33プルアップ
P34～P37プルアップ
P40～P43プルアップ
P44～P47プルアップ
P50～P53プルアップ
P54～P57プルアップ
P60～P62プルアップ
不使用（読み出し時"0"）

P10プルアップ
P11プルアップ
P12プルアップ
P13プルアップ
P14プルアップ
P15プルアップ
P16プルアップ
P17プルアップ

セグメント出力禁止レジスタ1(0FF916番地)
SEG1

b7 b0

P20プルアップ
P21プルアップ
P22プルアップ
P23プルアップ
P24プルアップ
P25プルアップ
P26プルアップ
P27プルアップ

セグメント出力禁止レジスタ2(0FFA16番地)
SEG2

b7 b0

0：プルアップなし
1：プルアップあり

0：プルアップなし
1：プルアップあり
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

端子名

P00/SEG0

 ～
P03/SEG3

P04/SEG4

～
P07/SEG7

P10/SEG8

～
P17/SEG15

P20/SEG16

～
P25/SEG21

P26/SEG22/VL1,
P27/SEG23/VL2

P30/SRDY2,
P31/SCLK2,
P32/TxD2,
P33/RxD2

P34/INT2

P35/TXOUT,
P36/T2OUT/φ

P37/CNTR0

P40/OOUT0/AN0,
P41/OOUT1/AN1

P42/AN2～
P45/AN5

P46/RTP0/AN6,
P47/RTP1/AN7

P50/INT0
P51/INT1

P52/T3OUT
/PWM0,
P53/T4OUT
/PWM1

P54/RXD1

P55/TXD1

P56/SCLK1
P57/SRDY1

P60/CNTR1

P61/XCIN
P62/XOUT
COM0～
COM3

名 称

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

ポートP5

ポートP6

コモン

入出力形式

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

LCDコモン出力

関連するSFR

セグメント出力禁止
レジスタ1

セグメント出力禁止
レジスタ2

セグメント出力禁止
レジスタ3

PULLレジスタ
ｼﾘｱﾙI/O2制御ﾚｼﾞｽﾀ
ｼﾘｱﾙI/O2ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ
UART2制御ﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
割り込みｴｯｼﾞ選択ﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
ﾀｲﾏXﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ
ﾀｲﾏ12ﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
ﾀｲﾏXﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
A-D制御レジスタ

PULLレジスタ
A-D制御レジスタ
ﾀｲﾏYﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
割り込みｴｯｼﾞ選択ﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
ﾀｲﾏ12ﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
ｼﾘｱﾙI/O1制御ﾚｼﾞｽﾀ
ｼﾘｱﾙI/O1ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ
UART1制御ﾚｼﾞｽﾀ

PULLレジスタ
ﾀｲﾏYﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ
PULLレジスタ
CPUモードレジスタ

LCDモードレジスタ

図 番

（1）

（2）

（3）
（4）
（5）
（6）

（7）

（8）
（9）

（7）

(11)

(10)

(11)

(7)

(9)

(12)
(13)
(14)
(15)

(7)

(16)
(１７)

(18)

入出力

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

入出力
ビット単位

出力

表3． 入出力ポートの機能一覧

ポート以外の機能

LCD　　　　キー入力（ｷｰｵﾝ
セグメント　　ｳｴｲｸｱｯﾌﾟ）
出力　　　　 割り込み入力

　　　　　　LCD電源入力

シリアルI/O2機能入出力

外部割り込み入力

タイマX出力
タイマ2出力

タイマX機能入力

　　　　　    発振外部出力
　　　　　    端子

A-D変換入力　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　 リアルタイム
　　　　　　ポート機能出力

外部割り込み入力

タイマ3出力
タイマ4出力
PWM出力

シリアルI/O1 キー入力（ｷｰｵﾝ
機能入出力　ｳｴｲｸｱｯﾌﾟ）
　　　　　　割り込み入力

タイマY機能入力

サブクロック発振回路

注１．ダブルファンクション／トリプルファンクションポートを機能入出力端子として使用する方法については、関連する項を参照してください。
　２．STP命令の実行中は、各端子の入力レベルを0V又はVCCにしてください。電位が不安定な場合は入力段ゲートの貫通電源電流が流れ、電源電流

が増加します。
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SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER
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図10．ポートのブロック図（1）

(1)ポートP00～P03

(6)ポートP33(5)ポートP32

(3)ポートP30

データバス

シリアルI/O許可ビット
送信許可ビット

シリアルI/O出力

P32/TxD Pチャネル出力禁止ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

プルアップ制御

シリアルI/Oレディ出力

データバス ポートラッチ

シリアルI/Oモード選択ビット
シリアルI/O許可ビット

SRDY出力許可ビット

方向レジスタ

プルアップ制御

プルアップ制御

方向レジスタ

データバス

シリアルI/O許可ビット
受信許可ビット

シリアルI/O入力

ポートラッチ

(4)ポートP31

シリアルI/O同期クロック
選択ビット　

データバス

シリアルI/Oクロック出力

シリアルI/Oクロック入力

シリアルI/Oモード選択ビット
シリアルI/O許可ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

シリアルI/O許可ビット
プルアップ制御

(2)ポートP04～P07,P1,P2

セグメント出力禁止ビット

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

VL2/VL3

VL1/VSS

キー入力制御キーオンウエイクアップ
　　　　　割り込み入力

セグメントデータ

セグメント出力禁止ビット

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

LCD電源入力 (VL1,VL2)

P26,P27のみ

VL2/VL3

VL1/VSS

セグメントデータ

セグメント出力禁止ビット

セグメント出力禁止ビット
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三菱マイクロコンピュータ
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SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER
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図11．ポートのブロック図（2）
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図12．ポートのブロック図（3）

(18)COM0～COM3

VL3

VL2

VL1

VSS

各トランジスタのゲート入力
信号は、ＬＣＤの時分割数と
バイアス値に従って制御され
ています。

(15)ポートP57

シリアルI/Oレディ出力

データバス ポートラッチ

シリアルI/Oモード選択ビット
シリアルI/O許可ビット

SRDY出力許可ビット

方向レジスタ

プルアップ制御

キーオンウエイクアップ割り込み入力 キー入力制御

(17)ポートP62

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

Xc発振許可+プルアップ制御

Xc発振許可

ポートP61
発振器

Xc発振許可

(16)ポートP61

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

Xc発振許可

サブクロック発生回路入力

Xc発振許可+プルアップ制御
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

ノンマスカブル

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

INT2割り込み選択時有効
外部割り込み
（極性プログラマブル）

キー入力割り込み選択時有効
外部割り込み
（立ち下がり有効）

シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O2選択時のみ有効

シリアルI/O2選択時のみ有効

タイマ1割り込み選択時有効

タイマ2割り込み選択時有効

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

A-D割り込み選択時有効

ﾉﾝﾏｽｶﾌﾞﾙｿﾌﾄｳｴｱ割り込み

割り込み

　割り込みはベクトル割り込みで、外部6要因、内部12要因、ソフ

トウエア1要因の19要因から発生することが可能です。

●割り込み制御

BRK命令割り込みを除く各割り込みは、割り込み要求ビットと

割り込み許可ビットを持っており、割り込み禁止フラグの影響を

受けます。割り込み許可ビット及び割り込み要求ビットが“1”で、

かつ割り込み禁止フラグが“0”のとき割り込みは受け付けられま

す。

割り込み要求ビットはプログラムでクリアできますが、セットは

できません。割り込み許可ビットはプログラムでセット、クリアで

きます。

リセットとBRK命令割り込みを禁止するフラグ又はビットはあ

りません。これら以外の割り込みは割り込み禁止フラグがセットさ

れていると受け付けられません。

同時に複数の割り込み要求が発生した場合は、優先順位の高

い割り込みが受け付けられます。

●割り込み動作

割り込みを受け付けると、

１．プログラムカウンタとプロセッサステータスレジスタが

自動的に退避されます。

２．割り込み禁止フラグがセットされ、割り込み要求ビットが

クリアされます。

３．割り込み飛び先番地がプログラムカウンタに入ります。

■注意事項

　外部割り込み（INT0～INT2，CNTR0，CNTR1）のアクティブ

エッジを設定する際、又は1つのベクトルに複数の割り込み要因

が割り当てられたベクトルの割り込み要因を切り替える際、割り

込み要求ビットがセットされることがあります。割り込みを禁止

し､割り込みエッジ選択レジスタ（CNTR0の場合はタイマX制御

レジスタ, CNTR1の場合はタイマYモードレジスタ）を設定した

後、割り込み要求ビットをクリアしてから、割り込みを受け付けて

ください。

割り込み要求発生条件
ベクトル番地（注1）

下位

FFFC16

FFFA16

FFF816

FFF616

FFF416

FFF216

FFF016

FFEE16

FFEC16

FFEA16

FFE816

FFE616

FFE416

FFE216

FFE016

FFDE16

FFDC16

上位

FFFD16

FFFB16

FFF916

FFF716

FFF516

FFF316

FFF116

FFEF16

FFED16

FFEB16

FFE916

FFE716

FFE516

FFE316

FFE116

FFDF16

FFDD16

リセット（注2）

INT0

INT1

INT2

キー入力（キーオンウエイク
アップ）

シリアルI/O1受信

シリアルI/O1送信

シリアルI/O2受信

シリアルI/O2送信

タイマＸ

タイマ１

タイマ２

タイマ３

タイマ４

CNTR0

タイマＹ

CNTR1

A-D変換

BRK命令

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

リセット時

INT0入力の立ち上がり又は立ち下が
りエッジ検出時

INT1入力の立ち上がり又は立ち下が
りエッジ検出時

INT2入力の立ち上がり又は立ち下が
りエッジ検出時

ポートP00～03、P54～57の入力レ
ベルの論理積の立ち下がり時

シリアルI/O1データ受信終了時

シリアルI/O1送信シフト終了時又は
送信バッファ空時

シリアルI/O2データ受信終了時

シリアルI/O2送信シフト終了時又は
送信バッファ空時

タイマＸアンダフロー時

タイマ１アンダフロー時

タイマ２アンダフロー時

タイマ３アンダフロー時

タイマ４アンダフロー時

CNTR0入力の立ち上がり又は立ち
下がりエッジ検出時

タイマＹアンダフロー時

CNTR1入力の立ち上がり又は立ち
下がりエッジ検出時

A-D変換終了時

BRK命令実行時

割り込み要因 備　考
優先
順位

注1. ベクトル番地とは，割り込み飛び先番地の格納番地を示します。
2. リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。

表4．割り込みベクトル番地と優先順位
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

図14．割り込み関係レジスタの構成

図13．割り込み制御図

割り込み要求ビット
割り込み許可ビット

割り込み禁止フラグ　I

BRK命令
リセット

割り込み要求

INT0割り込み要求ビット
INT1割り込み要求ビット
INT2割り込み要求ビット
キー入力割り込み要求ビット
シリアルI/O1受信割り込み要求 ビット
シリアルI/O1送信割り込み要求 ビット
シリアルI/O2受信割り込み要求 ビット
シリアルI/O2送信割り込み要求 ビット
タイマＸ割り込み要求ビット

割り込み要求レジスタ1(003C16番地)
IREQ1

INT0割り込み許可ビット
INT1割り込み許可ビット
INT2割り込み許可ビット
キー入力割り込み許可ビット
シリアルI/O1受信割り込み許可ビット
シリアルI/O1送信割り込み許可ビット
シリアルI/O2受信割り込み許可ビット
シリアルI/O2送信割り込み許可ビット
タイマＸ割り込み許可ビット

割り込み制御レジスタ1(003E16番地)
ICON1

タイマ１割り込み要求ビット
タイマ２割り込み要求ビット
タイマ３割り込み要求ビット
タイマ４割り込み要求ビット
CNTR0割り込み要求ビット
タイマＹ割り込み要求ビット
CNTR1割り込み要求ビット
AD変換割り込み要求ビット
不使用(読み出し時"0")

割り込み要求レジスタ2(003D16番地)
IREQ2

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

タイマ１割り込み許可ビット
タイマ２割り込み許可ビット
タイマ３割り込み許可ビット
タイマ４割り込み許可ビット
CNTR0割り込み許可ビット
タイマＹ割り込み許可ビット
CNTR1割り込み許可ビット
AD変換割り込み許可ビット
不使用(読み出し時"0")
　　　("1"を書き込まないでください)

割り込み制御レジスタ2(003F16番地)
ICON2

0：割り込み禁止
1：割り込み許可

INT0割り込みエッジ選択ビット
INT1割り込みエッジ選択ビット
INT2割り込みエッジ選択ビット
INT2／キー入力割り込み切り替えビット

タイマY／CNTR1割り込み切り替えビット

不使用(読み出し時"0")
           ("1"を書き込まないでください)

b7  　　                 b0
割り込みエッジ選択レジスタ(003A16番地)
INTEDGE

0：立ち下がりエッジアクティブ
1：立ち上がりエッジアクティブ

0：INT2割り込み
1：キー入力割り込み

0：タイマY割り込み
1：CNTR1割り込み

b7  　　                 b0 b7  　　                 b0

b7  　　                 b0b7  　　                 b0
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

キー入力割り込み(キーオンウエイクアップ)

　キー入力割り込みは、ポートP00～P03、P54～P57のうち入力に設

定されている端子のいずれかに立ち下がりエッジが検出される

と、すなわち入力レベルの論理積が“1”から“0”になると、キー入力

割り込み要求が発生します。図15はキー入力割り込みを用いた一例

です。ポートP54～P57を入力とするアクティブ“L”のキーマトリクス

を構成すると、キーを押すことによって割り込み要求が発生します。

図15．キー入力割り込み使用時の結線例とポートP0、ポートP5のブロック図
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

図16．キー入力制御レジスタの構成

　キー入力割り込みは、キー入力制御レジスタとポートの方向レジ

スタによって制御されます。キー入力割り込みを許可するときは、

キー入力制御レジスタを“1”に設定してください。ポートP00～P03,P54

～P57のうち、入力に設定されている端子からキー入力が受け付けら

れます。

P54キー入力制御ビット
P55キー入力制御ビット
P56キー入力制御ビット
P57キー入力制御ビット
P00キー入力制御ビット
P01キー入力制御ビット
P02キー入力制御ビット
P03キー入力制御ビット

b7
キー入力制御レジスタ(0FF216番地)
KIC

0：キー入力割り込み禁止
1：キー入力割り込み許可

b0
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

タイマ

8ビットタイマ

　タイマ1からタイマ4は8ビットのタイマで、それぞれタイマラッ

チを持っています。タイマはカウントダウン方式でカウンタの内

容が“0016”になった次のカウントパルスでタイマラッチの内容

が再びタイマにロードされます。このとき同時に各タイマに対応

する割り込み要求ビットが“1”にセットされます。

　また、各タイマの停止ビットを“1”にセットすることによりカウン

トを停止することが可能です。

●タイマ用分周器

　タイマ1､2､3､4はカウントソース用の分周器を持っています。

分周器のカウントソースはCPUモードレジスタにより、XINか

XCINが切り替わります。分周比は各タイマが3ビットのレジスタに

よって、f(XIN)又はf(XCIN)の1/1、1/2、1/16、1/32、1/64、1/128、

1/256、1/1024から選択できます。

●タイマ1、タイマ2

　タイマ1、タイマ2はタイマ12モードレジスタを設定することに

より、カウントソースを選択することができます。カウントソースに

f(XCIN)を選択した場合、XCINの発振によらずカウントできます。

ただし、XCINが停止している場合は、XCIN端子から入力される外

部パルスをカウントします。また、このレジスタによりタイマ2がア

ンダフローするたびに極性の反転する信号をP36/T2OUT端子か

ら出力することができます。

　リセット入力時、タイマ12モードレジスタは全ビットクリアされ、

タイマ1に“FF16”、タイマ2に“0116”がセットされます。

　STP命令を実行する時は、復帰時の待ち時間をあらかじめ設定

してください。

●タイマ3、タイマ4

　タイマ3、タイマ4はタイマ34モードレジスタを設定することに

より、カウントソースを選択することができます。また、このレジス

タによりタイマ3またはタイマ4がアンダフローするたびに極性の

反転する信号をP52/T3OUT又はP53/T4OUT端子から出力すること

ができます。

●タイマ3PWM0モード、タイマ4PWM1モード

　タイマ34モードレジスタと、PWM01レジスタを設定することに

より、10ビット精度に相当するPWM方形波をP52/PWM0とP53/

PWM1端子から出力することができます。（図19参照）

　ここでnはタイマ3（002216番地）又はタイマ4（002316番地）の

値であり、tsはタイマ3又はタイマ4のカウントソースの1周期で

す。出力パルス1周期分を小区間とし、4周期分を大区間としま

す。小区間の“H”の幅はn×tsで表されます。ただし、大区間の中

で、PWM01レジスタ（002416番地）に設定した値に対応する回数

だけ出力パルスの“H”の幅がtsの時間だけ延長されます。

●タイマ2、タイマ3、タイマ4の書き込みについて

　ラッチのみ書き込みの場合、リロード用ラッチに書き込むタイ

ミングとアンダフローのタイミングがほぼ同時のときには、タイマ

とタイマラッチに同時に値が設定されます。このとき、リロード用

ラッチへの書き込み動作中はカウントが停止します。
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

図17．タイマ1234レジスタの構成

タイマ12モードレジスタ(002516番地)
T12M

b7                　  　　　　　b0

タイマ34モードレジスタ(002616番地)
T34M

b7                　  　　　　　b0

タイマ1234モードレジスタ(0FF316番地)
T1234M

b7                　  　　　　　b0

タイマ12分周選択レジスタ(0FF516番地)
PRE12

b7                　  　　　　　b0

タイマ34分周選択レジスタ(0FF616番地)
PRE34

b7                　  　　　　　b0

PWM01レジスタ(002416番地)
PWM01

b7                　  　　　　　b0

タイマ1分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)

タイマ3分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)

タイマ１カウント停止ビット
　0：動作
　1：停止

T2OUT出力極性切り替えビット　
　0：“L”出力でスタート
　1：“H”出力でスタート　  　

タイマ２出力選択ビット(P36)
　0：入出力ポート
　1：タイマ２出力

タイマ２カウントソース選択ビット
　00：タイマ１のアンダフロー
　01：f (XCIN)
   10 ：タイマ２用分周器
   11 ：使用禁止

タイマ１カウントソース選択ビット
　00：タイマ1用分周器
　01：f (XCIN)
　10：タイマYのアンダフロー
　11：使用禁止

タイマ２カウント停止ビット
　0：動作
　1：停止

PWM0設定ビット
　0 0：1回も延長しない
　0 1：4周期中1回 延長
　1 0：4周期中2回 延長
　1 1：4周期中3回 延長

不使用(読み出し時すべて“0”)

PWM1設定ビット
　0 0：1回も延長しない
　0 1：4周期中1回 延長
　1 0：4周期中2回 延長
　1 1：4周期中3回 延長

不使用(読み出し時すべて“0”)

タイマ2分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)　
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)

不使用(読み出し時すべて“0”)

タイマ4分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)　
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)

T３OUT出力極性切り替えビット　
　0：“L”出力でスタート
　1：“H”出力でスタート　  　

不使用(読み出し時すべて“0”)

タイマ４書き込み制御ビット
　0：ラッチおよびタイマ同時書き込み
　1：ラッチのみ書き込み

タイマ３書き込み制御ビット
　0：ラッチおよびタイマ同時書き込み
　1：ラッチのみ書き込み

タイマ２書き込み制御ビット
　0：ラッチおよびタイマ同時書き込み
　1：ラッチのみ書き込み

タイマ４出力選択ビット(P53)
　0：入出力ポート
　1：タイマ4出力

タイマ３出力選択ビット(P52)
　0：入出力ポート
　1：タイマ3出力

T４OUT出力極性切り替えビット　
　0：“L”出力でスタート
　1：“H”出力でスタート　  　

タイマ３カウント停止ビット
　0：動作
　1：停止

不使用(読み出し時“0”)

タイマ４動作モード選択ビット
  0：タイマモード
  1：ＰＷＭモード

タイマ３動作モード選択ビット
  0：タイマモード
  1：ＰＷＭモード

タイマ４カウントソース選択ビット
　00：タイマ４用分周器
　01：タイマ３のアンダフロー
   10 ：タイマ２のアンダフロー
   11 ：使用禁止

タイマ３カウントソース選択ビット
　0：タイマ３用分周器
　1：タイマ２のアンダフロー

タイマ４カウント停止ビット
　0：動作
　1：停止
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図18．タイマ1234のブロック図
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図19．PWM01波形図

16ビットタイマ

●タイマ用分周器

　タイマX､Yはカウントソース用の分周器を持っています。分周

器のカウントソースはCPUモードレジスタにより、XINかXCINが

切り替わります。分周比は各タイマが3ビットのレジスタによって

f(XIN)またはf(XCIN)の1/1、1/2、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、

1/1024から選択できます。

●タイマX

　タイマXはタイマXモードレジスタを設定することにより、カウ

ントソースを選択することができます。カウントソースにf(XCIN)を

選択した場合、XCINの発振によらずカウントできます。ただし、

XCINが停止している場合は、XCIN端子から入力される外部パル

スをカウントします。

　タイマXはカウントダウン方式で、タイマの内容が“000016”に

なった次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチの内

容を再びロードしてカウントダウンを続けます。また、タイマがア

ンダフローするとタイマXに対応する割り込み要求ビットが“1”に

セットされます。

　タイマXはタイマXモードレジスタ、タイマX制御レジスタによ

り6つの動作モードを選択することができます。

(1)タイマモード

　タイマXモードレジスタを設定することにより、カウントソース

を選択することができます。このモードは、タイマXレジスタ（拡

張）を設定すれば、18ビットのカウンタとして動作します。

(2)パルス出力モード

　タイマがアンダフローするたびに極性の反転するパルスを

TXOUT端子より出力することを除けば、タイマモードと同じ動作

をします。このモードではTXOUT端子と共用のポートを出力に設

定して下さい。

(3)IGBT出力モード

　TXOUT端子よりダミー出力後、INT0端子からの入力をトリガと

してカウントを開始します。タイマX出力極性切り替えビットが“0”

の場合、トリガ発生を検出したとき、又はタイマXがアンダフロー

したとき、TXOUT端子から“H”を出力します。その場合、タイマXの

カウント値がコンペアレジスタの値と一致したとき、TXOUT出力

は“L”となります。

　INT0信号はノイズフィルタ（サンプリングクロックにて連続4度

同一レベルである場合、信号と判定）にてノイズ成分を除去後、

遅延回路にて4種類の遅延時間を選択することができます。

　このモードではINT0端子と共用のポートを入力に設定し、

TXOUT端子と共用のポートを出力に設定してください。

　タイマX制御レジスタのタイマX出力制御ビット1又は2を”1”

にセットすると、INT1又はINT2の割り込み信号でタイマXカウン

ト停止ビットを強制的に”1”に固定し、タイマXのカウントを停止さ

せることによって、TXOUT端子の出力をその時出力していた信号

に固定することができます。

　IGBT出力モードを使用する時は、タイマXレジスタ（拡張）に”

1”を書き込まないで下さい。

(4)PWMモード

　IGBT用ダミー出力、INT0端子による外部トリガ及び、INT1、

INT2端子による出力制御を使用しないことを除けば、IGBT出力

モードと同じ動作をします。PWM波形の周期は、タイマXの設定

値によって決定されます。タイマX出力極性切り替えビットが“0”

の場合、“H”期間は、コンペアレジスタの設定値によって決定さ

れます。このモードではTXOUT端子と共用のポートを出力に設定

してください。

　

タイマ3 PWM0
又はタイマ4 PWM1の出力波形

256×ts 256×ts 256×ts 256×ts

n×tsn×tsn×tsn×ts

n×tsn×tsn×ts

n×ts

n×ts

n×ts

PWM01レジスタが
       “002”のとき

PWM01レジスタが
       “012”のとき

PWM01レジスタが
       “102”のとき

PWM01レジスタが
       “112”のとき

n:タイマ３又はタイマ４の設定値
ts:タイマ３又はタイマ４のカウントソースの１周期
PWM01レジスタ:(002416番地)のPWM0又はPWM1に対応する２ビットの値

(n+1)×ts

(n+1)×ts

(n+1)×ts (n+1)×ts (n+1)×ts

(n+1)×ts

小区間 小区間 小区間 小区間

大区間　4×256×ts
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PWMモードを使用する時は、タイマXレジスタ（拡張）に”1”を書

き込まないで下さい。

(5)イベントカウンタモード

　CNTR0端子からの入力をカウントします。このモードは、タイマ

Xレジスタ（拡張）を設定すれば、18ビットのカウンタとして動作し

ます。このモードではCNTR0端子と共用のポートを入力に設定し

てください。

　このモードではタイマ1のアンダフローでウインド制御できま

す。イベントカウンタウインド制御用データビットを“1”に設定す

ると、次のタイマ1のアンダフローでカウントを停止し、“0”に設定

すると、次のタイマ1のアンダフローでカウントを再開します。

(6)パルス幅測定モード

　カウントソースはタイマ用分周器出力です。このモードは、タイ

マXレジスタ（拡張）を設定すれば、18ビットのカウンタとして動

作します。CNTR0極性切り替えビットのビット6が“0”の場合は

CNTR0端子の入力が“H”の期間カウントします。“1”の場合は

CNTR0端子の入力が“L”の期間カウントします。このモードでは

CNTR0端子と共用のポートを入力に設定してください。

■注意事項

(1)　タイマX書き込み順序について

・タイマモード、パルス出力モード、イベントカウンタモード、パル

ス幅測定モード設定時は、タイマXレジスタ（拡張）、タイマXレ

ジスタ（下位）、タイマXレジスタ（上位）の順で行ってください。

なお、タイマXレジスタ（拡張）、タイマXレジスタ（下位）、タイ

マXレジスタ（上位）いずれかのみの書き込みはできません。

　上記モード設定時16ビットカウンタとして動作させる場合、リ

セット解除後一度もタイマXレジスタ（拡張）を設定していなけ

れば、タイマXレジスタ（拡張）を設定する必要はありません。そ

の場合の設定は、タイマXレジスタ（下位）、タイマXレジスタ

（上位）の順で行ってください。ただし、一度タイマXレジスタ

（拡張）に書き込むとリロード用ラッチに値が保持されるので、

注意してください。

・PWMモード、IGBT出力モード設定時は、タイマXレジスタ（拡

張）には“1”を書き込まないで下さい。また、すでに“1”が書き込

まれた状態の場合は、必ず“0”を書き込んでから使用して下さ

い。書き込む時はコンペアレジスタ（上位、下位）、タイマXレジ

スタ（拡張）、タイマXレジスタ（下位）、タイマXレジスタ（上位）

の順で行ってください。コンペアレジスタは上位、下位のどち

らが先でも構いません。なお、コンペアレジスタ、タイマXレジ

スタは必ず同時に書き込んでください。

(2)　タイマX読み出し順序について

・各モードともタイマXレジスタ（拡張）、タイマXレジスタ（上

位）、タイマXレジスタ（下位）の順で読み出してください。タイ

マXレジスタ（拡張）を読み出す必要のないときは、タイマXレ

ジスタ（上位）、タイマXレジスタ（下位）の順で読み出してくだ

さい。コンペアレジスタについては読み出しの順序は決まって

いません。

・タイマXレジスタは書き込み操作中に読み出したり、読み出し

操作中に書き込みを行うと正常な動作を行いません。

(3)　タイマXの書き込みについて

・ラッチのみ書き込みの場合、タイマXのアドレスに値を書き込

むとリロード用ラッチに値が設定され、タイマは次のアンダフ

ローで更新されます。通常はラッチ及びタイマ同時書き込みに

なっており、タイマXのアドレスに値を書き込むとタイマとタイ

マラッチに同時に値が設定されます。

　なお、ラッチのみ書き込みの場合、上位側リロード用ラッチに

書き込むタイミングとアンダフローのタイミングがほぼ同時の

ときには、タイマとタイマラッチに同時に値が設定されます。こ

のとき、上位側リロード用ラッチへの書き込み動作中はカウン

トが停止します。

・タイマカウント中にタイマカウントソースを切り替えないでくだ

さい。タイマカウントソースを切り替える際は、タイマカウントを

停止させてから行ってください。

図20．IGBT/PWM波形図

ts

タイマＸ
カウントソース

タイマＸ
PWMモード
IGBTモード

(n-m+1)×ts m×ts

(n+1)×ts

タイマXの設定値n,コンペアレジスタの設定値mの場合、デューティ(n-m+1)/(n+1)、
周期(n+1)×ts(ts:タイマXのカウントソースの周期)のPWM波形が出力されます。
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(4)　タイマXモードレジスタ設定について

・PWMモード、IGBT出力モード設定時は、タイマXモードレジス

タの書き込み制御ビットは、必ず”1”（ラッチのみ書き込み）に

設定してください。タイマXレジスタ（上位）の書き込み後、次の

アンダフローのタイミングで両レジスタの内容が同時に出力

波形に反映されます。

(5)　タイマX出力制御機能について

・IGBT出力モード設定時、出力制御機能（INT1,2）を使用する場

合、IGBT出力モードに切り替える前にINT1,2のレベルを立ち

下がりエッジアクティブの場合は“H”、立ち上がりエッジアク

ティブの場合は“L”にしてください。

(6)　CNTR0割り込み極性切り替えについての注意

・CNTR0割り込み極性切り替えビットの設定により、同時に割り

込み極性も影響を受けます。

・パルス幅測定時は、CNTR0極性切り替えビットのビット7を“0”

に設定してください。

●タイマY

タイマYは16ビットタイマです。タイマYはタイマYモードレジ

スタを設定することにより、カウントソースを選択することができ

ます。カウントソースにf(XCIN)を選択した場合、XCINの発振によ

らずカウントできます。ただし、XCINが停止している場合は、XCIN

端子から入力される外部パルスをカウントします。タイマYは、タ

イマYモードレジスタにより4つの動作モードを選択することがで

きます。またリアルタイムポート制御ができます。

(1) タイマモード

タイマYモードレジスタを設定することにより、カウントソースを

設定することができます。

(2) 周期測定モード

CNTR1端子入力の立ち上がり/立ち下がりで割り込み要求が発

生し、タイマラッチの内容を再びタイマにロードしてカウントを続け

ることを除けば、タイマモードと同じ動作をします。CNTR1端子入

力の立ち上がり/立ち下がり時の再ロード直前のタイマ値は、再

ロード後1度読み出されるまで保持されます。なお、CNTR1端子入

力の立ち上がり/立ち下がりタイミングはCNTR1割り込みで知るこ

とができます。このモードではCNTR1端子と共用のポートを入力

に設定してください。

(3) イベントカウンタモード

CNTR1端子からの入力をカウントすることを除けば、タイマモー

ドと同じ動作をします。このモードではCNTR1端子と共用のポート

を入力に設定してください。

(4) パルス幅HL連続測定モード

CNTR1端子入力の立ち上がり、立ち下がりとも割り込み要求が

発生することを除けば、周期測定モードと同じ動作をします。この

モードではCNTR1端子と共用のポートを入力に設定してください。

■CNTR1割り込み極性切り替えについての注意

　CNTR1極性切り替えビットの設定により、同時に割り込みのア

クティブエッジも影響を受けます。ただし、パルス幅HL連続測定

モードの場合はCNTR1極性切り替えビットの設定によらず、端子

の立ち上がり、立ち下がりともにCNTR1割り込み要求が生じま

す。

■タイマYの読み出し及び書き込みについて

・タイマYに読み書きする場合は必ず上位バイト、下位バイトと

もに読み書きしてください。値を読み出す場合は上位バイト、下

位バイトの順に読み出し、値を書き込む場合は下位バイト、上

位バイトの順に書き込んでください。なお、書き込み操作中に

読み出したり、読み出し操作中に書き込みを行うと正常な動作

を行いません。

・ ラッチのみ書き込みの場合、タイマYのアドレスに値を書き込

むとリロード用ラッチに値が設定され、タイマは次のアンダフ

ローで更新されます。通常はラッチ及びタイマ同時書き込みに

なっており、タイマYのアドレスに値を書き込むとタイマとタイ

マラッチに同時に値が設定されます。

　なお、ラッチのみ書き込みの場合、上位側リロード用ラッチに

書き込むタイミングとアンダフローのタイミングがほぼ同時の

ときには、タイマとタイマラッチに同時に値が設定されます。こ

のとき、上位側リロード用ラッチへの書き込み動作中はカウン

トが停止します。

・タイマカウント中にタイマカウントソースを切り替えないでくだ

さい。タイマカウントソースを切り替える際は、タイマカウントを

停止させてから行ってください。

■リアルタイムポート制御

　リアルタイムポート機能有効時はタイマYがアンダフローする

たびにリアルタイムポート用データがそれぞれポートP47、P46か

ら出力されます。（ただし、リアルタイムポート用データを設定した

後、リアルタイムポート制御ビットを“0”から“1”に変えたときに

は、タイマYの動作に関わらずデータが出力されます。）リアルタ

イムポート機能有効時にリアルタイムポート用データを変更する

と、次のタイマYのアンダフローで変更された値が出力されます。

　この機能を利用するときは対応するポートの方向レジスタを

出力に設定してください。
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図21．タイマX、Y関連レジスタの構成

     

b7 b0
タイマXモードレジスタ(002F16番地)
TXM      

b7 b0

タイマX制御レジスタ(0FF416番地)
TXCON

タイマYモードレジスタ(003016番地)
TYM

リアルタイムポート制御ビット
　0：リアルタイムポート機能無効
　1：リアルタイムポート機能有効
リアルタイムポート用P46データ
リアルタイムポート用P47データ
タイマYカウントソ－ス選択ビット
　0 ：分周器出力
　1 ：ｆ(XCIN)
タイマY動作モードビット
　0　0：タイマモード
　0　1：周期測定モード
　1　0：イベントカウンタモード
　1　1：パルス幅HL連続測定モード
CNTR1極性切り替えビット
　0：イベントカウンタモード時立ち上がりをカウント
　　  周期測定モード時立ち下がり周期測定
          割り込み立ち下がりエッジアクテイブ
　1：イベントカウンタモード時立ち下がりをカウント                                 
　　  周期測定モード時立ち上がり周期測定
          割り込み立ち上がりエッジアクテイブ
タイマYカウント停止 ビット 
　0：カウント動作
　1：カウント停止

b7 b0

タイマX分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)
タイマY分周選択ビット
　0 0 0：1/16×f(XIN)　　　又は1/16×f(XCIN)　
　0 0 1：1/1×f(XIN)　　　  又は1/1×f(XCIN)
　0 1 0：1/2×f(XIN)　　　  又は1/2×f(XCIN)
　0 1 1：1/32×f(XIN)　　　又は1/32×f(XCIN)
　1 0 0：1/64×f(XIN)　　　又は1/64×f(XCIN)
　1 0 1：1/128×f(XIN)　　  又は1/128×f(XCIN)
　1 1 0：1/256×f(XIN)　　  又は1/256×f(XCIN)
　1 1 1：1/1024×f(XIN)　　又は1/1024×f(XCIN)
不使用(読み出し時すべて“0”)

タイマXY分周選択レジスタ(0FF716番地)
PREXY

b7 b0

ノイズフィルタサンプリングクロック選択ビット
　0：ｆ(XIN)/2
　1：ｆ(XIN)/4
外部トリガ遅延時間選択ビット
　00：遅延なし
　01：( 4/ｆ(XIN))μｓ
　10：( 8/ｆ(XIN))μｓ
　11：(16/ｆ(XIN))μｓ
タイマX出力制御ビット１(P51)
　0：未使用
　1：ＩＮＴ1割り込み使用
タイマX出力制御ビット２(P34)
　0：未使用
　1：ＩＮＴ2割り込み使用
タイマX出力極性切り替えビット
　0：“Ｌ”出力から開始
　1：“Ｈ”出力から開始
CNTR0極性切り替えビット
　0　0：イベントカウンタモード時立ち上がりでカウント
　　　　割り込み立ち下がりアクティブ
　　　　パルス幅測定モード時"H"期間測定
　0　1：イベントカウンタモード時立ち下がりでカウント
　　　　割り込み立ち上がりアクテイブ
　　　　パルス幅測定モード時"L"期間測定
　1　0：イベントカウンタモード時両エッジでカウント
　　　　割り込み両エッジアクティブ
　1　1：イベントカウンタモード時両エッジでカウント
　　　　割り込み両エッジアクティブ
　　　　

タイマX動作モードビット
　0 0 0：タイマモード
　0 0 1：パルス出力モード
　0 1 0：IGBT出力モード
　0 1 1：ＰＷＭモード
　1 0 0：イベントカウンタモード
　1 0 1：パルス幅測定モード
タイマX書き込み制御ビット
　0：ラッチ及びタイマ同時書き込み
　1：ラッチのみ書き込み
タイマXカウントソース選択ビット
　0：分周器出力
　1：ｆ(XCIN)
イベントカウンタウインド制御用データ
　0：イベントカウント許可
　1：イベントカウント禁止
タイマXカウント停止ビット
　0：カウント動作
　1：カウント停止
タイマX出力選択ビット(P35)
　0：入出力ポート
　1：タイマX出力

タイマYモードレジスタ2(0FFB16番地)
TYM2

b7 b0

タイマY書き込み制御ビット
　0：ラッチ及びタイマ同時書き込み
　1：ラッチのみ書き込み
不使用(読み出し時すべて“0”)
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図22．タイマX、Yのブロック図

リアルタイムポート
制御ビット

リアルタイムポート
制御ビット

Q  D

ラッチ

Q  D

ラッチ

P47方向レジスタ

P47ラッチ

リアルタイムポート用
P47データ

P46方向レジスタ

P46ラッチ

リアルタイムポート用
P46データ

“1”

タイマY(下位)ラッチ(8) タイマY(上位)ラッチ(8)
“0”

CNTR1極性
切り替えビット

“10”

P47/RTP1/AN7

P46/RTP0/AN6

P60/CNTR1

立ち下がりエッジ検出
周期測定モード

タイマY
割り込み要求

パルス幅HL連続測定
モード

タイマY動作
モードビット

CNTR1

割り込み要求
立ち上がりエッジ検出

カウントソース
選択ビット

XcIN
“1”

タイマＹ用クロック

データバス

1/2 1/4

分周器

ノイズフィルタ
サンプリングクロック
選択ビット

“1”“0”

タイマＸ
割り込み要求

タイマX(上位)(8)タイマX(下位)(8)

タイマX(上位)ラッチ(8)タイマX(下位)ラッチ(8)

一致

“000”
“001”
“010”
“011”
“101”

パルス幅測定
モード

タイマＸカウント
停止ビット

ｺﾝﾍﾟｱﾚｼﾞｽﾀ(下位)(8) ｺﾝﾍﾟｱﾚｼﾞｽﾀ(上位)(8)

タイマＸ出力
選択ビット

P35ラッチ

P35方向
レジスタ

P35/TXOUT/(LED5)

P51/INT1

P34/INT2/(LED4)

SQ

Q

T

R

タイマＸ出力極性
切り替えビット

S

“0”

“1”
Q

Q
T

S

パルス出力モード

CNTR0極性
切り替えビット

タイマＸ動作
モードビット

CNTR0

割り込み要求

“100”

拡張ﾗｯﾁ(2)

拡張ｶｳﾝﾀ(2)

タイマＸ書き込み
制御ビット

タイマ１割り込み

D  Q

ラッチ

イベントカウンタウインド
制御用データ

P37/CNTR0/(LED7)

P50/INT0

0μs

遅延時間
選択ビット

4/f(XIN)

“00”

“01”

“10”

“11”

8/f(XIN)

16/f(XIN)

ノイズフィルタ
(４度一致判定)

INT0
割り込み要求

カウントソース
選択ビット

XcIN
“1”

“0”
タイマＸ用クロック

システムクロック
制御ビット

3

タイマＹ用クロック

XIN

タイマ用クロックは各々
1/1,1/2,1/16,1/32
1/64,1/128,1/256,1/1024
が選択可能。

リアルタイムポート
制御ビット

タイマYモードレジスタ
書き込み信号

タイマY(下位)(8) タイマY(上位)(8)

XcIN

XIN

分周器

IGBT出力モード
PWMモード

タイマY動作モードビット

タイマＸ分周選択ビット
タイマＹ分周選択ビット

3

両エッジ
検出

“00”

“01”

“10”
“11”

エッジ
検出

タイマＸ出力
制御ビット１

タイマＸ出力
制御ビット２

タイマＸ動作
モードビット“010”

遅

路
回
延

“00” “11”“01”, ,

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

“0”

“00” “10”“01”, ,

“11”

“0”

タイマY書き込み
制御ビットタイマYカウント

停止ビット

“000”
“001”
“011”
“100”
“101”

タイマＸ動作
モードビット

“010”
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シリアルI/O

●シリアルI/O

図23．クロック同期形シリアルI/Oのブロック図

図24．クロック同期形シリアルI/O動作図

　38C2グループは8ビットのシリアルI/Oを２本内蔵しています。

　シリアルI/Oはクロック同期形、非同期形（UART）のどちらでも

動作可能です。また、シリアルI/O動作時のボーレート発生専用タ

イマ（ボーレートジェネレータ）を備えています。

(1) クロック同期形シリアルI/Oモード

�シリアルI/O制御レジスタのモード選択ビットを“1”にすることに

よって、クロック同期形シリアルI/Oが選択されます。

クロック同期形シリアルI/Oでは、シリアルI/Oの動作クロック

に、送信側マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用いま

す。動作クロックとして内部クロックを用いた場合、送受信の開始

は送信/受信バッファレジスタへの書き込み信号により行われま

す。

1/4f(XIN)

1/4

F/F

(低速モード時は
f(XCIN))

受信バッファレジスタ

受信シフトレジスタ

受信バッファフルフラグ
(RBF)

受信割り込み要求(RI)

クロック制御回路
シフトクロック

シリアルI/O同期クロック選択ビット

ボーレートジェネレータ
分周比 1/(n+1)BRGカウントソース選択ビット

クロック制御回路立ち下がり検出

送信バッファレジスタ

データバス

シフトクロック 送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ(TSC)

送信バッファエンプテイフラグ(TBE)

送信割り込み要求(TI)
送信割り込み要因選択ビット

データバス

送信シフトレジスタ

シリアルI/O制御レジスタ

シリアルI/Oステータスレジスタ

001C16番地
[001E16番地]

001C16番地
[001E16番地]

001D16番地
[001F16番地]

0FE216番地
[0FE516番地]

0FE016番地
[0FE316番地]

P54/RXD1

[P33/RXD2]

P56/SCLK1

[P31/SCLK2]

P57/SRDY1

[P30/SRDY2]

P55/TXD1

[P32/TXD2]

注. [　]内はシリアルI/O2

D7

D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6

RBF = 1
TSC = 1

TBE = 0
TBE = 1
TSC = 0

送受信シフトロック
内部クロックの1/2～1/2048
        又は外部クロック

シリアル出力   TxD

シリアル入力  RxD

受信/送信バッファレジスタ
への書き込み信号

　2. TSC=0のときに、送信バッファレジスタにデータの書き込みを行うと、送信クロックは連続して発生し、シリアルデータ
       が連続してTxD端子から出力されます。
　3. 受信割り込み(RI)は、受信バッファフルフラグ(RBF)が“1”になることによってセットされます。

オーバーランエラー
(OE)検出

注1. 送信割り込み(TI)は、シリアルI/O制御レジスタの送信割り込み要因選択ビット(TIC)によって、送信バッファが空になった
       とき(TBE=1)又は送信シフト動作が終了したとき(TSC=1)を選択します。

SRDY受信可能信号
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(2)  非同期形シリアルI/O（UART）モード

シリアルI/O制御レジスタのモード選択ビットを“0”にすることに

よってUARTが選択されます。

38C2グループでは、8つのシリアルデータ転送フォーマットが選

択可能です。この転送フォーマットは送受信側で統一しておく必要

があります。

38C2グループはシリアルデータの送信、受信を行う送信シフト

レジスタ、受信シフトレジスタにそれぞれのバッファレジスタを

持っています（メモリ上の番地は同一）。シフトレジスタは直接読み

書きすることができませんので、送信データの書き込み、受信デー

タの読み出しはそれぞれのバッファレジスタに対して行います。ま

た、これらのバッファレジスタによって次に送信すべきデータを書

き込んでおいたり、2バイトの受信データを連続して受信すること

ができます。

図25．UART形シリアルI/Oのブロック図

図26．UART形シリアルI/O動作図

f(XIN)

1/4

OE

PE FE

1/16

1/16

(低速モード時は
f(XCIN))

データバス

受信バッファレジスタ

受信シフトレジスタ

受信バッファフルフラグ(RBF)
受信割り込み要求(RI)

ボーレートジェネレータ
分周比 1/(n+1)

ST/SP/PA発生

送信バッファレジスタ

データバス

送信シフトレジスタ

送信シフトレジスタ
シフト終了フラグ(TSC)

送信バッファエンプテイフラグ(TBE)

送信割り込み要求(TI)

ST検出

SP検出 UART制御レジスタ

キャラクタ長選択ビット

BRGカウントソース選択ビット

送信割り込み要因選択ビット

シリアルI/O同期クロック選択ビット

クロック制御回路

キャラクタ長選択ビット
7ビット

8ビット

シリアルI/Oステータスレジスタ

シリアルI/O制御レジスタ

P54/RXD1

[P33/RXD2]

P56/SCLK1

[P31/SCLK2]

P55/TXD1

[P32/TXD2]

001C16番地
[001E16番地]

0FE216番地
[0FE516番地]

001C16番地
[001E16番地]

001D16番地
[001F16番地]

0FE016番地
[0FE316番地]

0FE116番地
[0FE416番地]

注. [　]内はシリアルI/O2

TSC=0
TBE=1

RBF=0

TBE=0 TBE=0

RBF=1 RBF=1

STD0 D1 SP D0 D1ST SP

TBE=1 TSC=1*

STD0 D1 SP D0 D1ST SP

送信又は受信クロック

送信バッファレジスタ
書き込み信号

シリアル出力　TXD

受信バッファレジスタ
読み出し信号

シリアル入力　RXD

* 2ストップビットモードの場合
　第2ビットで発生

1スタートビット
7/8データビット
1/0パリテイビット
1/2ストップビット

注 1．エラーフラグの検出は、RBF=1と同時に行われます（受信の場合は第一ストップビットになります）。
　 2．送信割り込み(TI)は、シリアルI/O制御レジスタの送信割り込み要因選択ビット(TIC)により、TBE=1又はTSC=1のどちらかを選択します。
　 3．受信割り込み(RI)は、RBF=1によってセットされます。
　 4．TSC=1のときは、送信バッファレジスタに書き込み後、TSC=0になるまでにデータシフトサイクルの0.5～1.5サイクルを要します。
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【送信バッファレジスタ/受信バッファレジスタ】　TB/RB

送信バッファレジスタと受信バッファレジスタは同じアドレスに

配置されており、送信バッファレジスタは書き込み専用、受信バッ

ファレジスタは読み出し専用です。また、キャラクタビット長が7

ビットの場合、受信バッファレジスタに格納される受信データの

MSBは“0”となります。

【シリアルI/Oステータスレジスタ】　SIO1STS,SIO2STS

シリアルI/Oの動作状態を示すフラグ及び各種エラーフラグで

構成された7ビットの読み出し専用レジスタです。ビット4～6の3

ビットはUARTモード時のみ有効です。

受信バッファフルフラグは受信バッファレジスタを読み出すと

“0”にクリアされます。

エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッファレ

ジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセットされると同時

に行われます。シリアルI/Oステータスレジスタへの書き込みで、

すべてのエラーフラグ（OE，PE，FE，SE）がクリアされます。また、シ

リアルI/O許可ビット(SIOE)に“0”を書き込むと、エラーフラグを含

むすべてのステータスフラグが“0”にクリアされます。

このレジスタのすべてのビットはリセット時“0”に初期化されま

すが、シリアルI/O制御レジスタの送信許可ビットを“1”にしたとき、

ビット2とビット0は“1”になります。

【シリアルI/O制御レジスタ】　SIO1CON,SIO2CON

シリアルI/O制御レジスタはシリアルI/Oの各種制御を行う8ビッ

トの選択ビットで構成されています。

【UART制御レジスタ】　UART1CON,UART2CON

UART選択時に有効な4ビットの制御ビットと、常に有効な1ビッ

トの制御ビットにより構成された5ビットのレジスタです。このレジ

スタの内容でシリアルデータ送受信時のデータフォーマット、P55/

TxD1[P32/TxD2]端子の出力形式などを設定します。

【ボーレートジェネレータ】　BRG1,BRG2

シリアル転送のビットレートを決定します。

リロードレジスタを持った8ビットのカウンタで、値nを設定する

ことにより、カウントソースを1/(n+1)の分周比で分周します。
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図27．シリアルI/O関係レジスタの構成

b7                           b0b7                           b0

b7                           b0

BRGカウントソース選択ビット(CSS)
　0：f(XIN)   (低速モード時はf(XCIN))
　1：f(XIN)/4(低速モード時はf(XCIN)/4)
シリアルI/O同期クロック選択ビット(SCS)
　0：BRG出力の４分周
　　  (クロック同期形シリアルI/O選択時)
　　  BRG出力の16分周（UART選択時）
　1：外部クロック入力
　　  (クロック同期形シリアルI/O選択時)
　　  外部クロック入力の16分周（UART選択時）
SRDY出力許可ビット(SRDY)
　0：P57[P30]端子は通常の入出力端子として動作
　1：P57[P30]端子はSRDY出力端子に機能変化
送信割り込み要因選択ビット(TIC)
　0：送信バッファが空になったとき
　1：送信シフト動作が終了したとき
送信許可ビット(TE)
　0：送信禁止
　1：送信許可
受信許可ビット(RE)
　0：受信禁止
　1：受信許可
シリアルI/Oモード選択ビット(SIOM)
　0：クロック非同期(UART)形シリアルI/O
    1：クロック同期形シリアルI/O
シリアルI/O許可ビット(SIOE)
　0：シリアルI/O禁止
　　  (P54[P30]～P57[P33]端子は通常の入出力ポート)
　1：シリアルI/O許可
　　 (P54[P30]～P57[P33]端子はシリアルI/O機能端子)   

送信バッファエンプティフラグ(TBE)
　0：バッファフル状態
　1：バッファエンプティ状態
受信バッファフルフラグ(RBF)
　0：バッファエンプティ状態
　1：バッファフル状態
送信シフトレジスタシフト終了フラグ
　0：送信シフト中　　　　　(TSC)
　1：送信シフト終了
オーバーランエラーフラグ(OE)
　0：エラーなし
　1：エラー発生
パリティエラーフラグ(PE)
　0：エラーなし
　1：エラー発生
フレーミングエラーフラグ(FE)
　0：エラーなし
　1：エラー発生
サミングエラーフラグ(SE)
　0：(OE)U(PE)U(FE)=0
　1：(OE)U(PE)U(FE)=1
不使用（読み出し時"1"）

シリアルI/O制御レジスタ
 SIO1CON        (0FE016番地)
[SIO2CON        (0FE316番地)]

シリアルI/Oステータスレジスタ
 SIO1STS              (001D16番地)
[SIO2STS              (001F16番地)]

キャラクタ長選択ビット(CHAS)
　0：8ビット
　1：7ビット
パリティ許可ビット(PARE)
　0：バリティ禁止
　1：バリティ許可
パリティ選択ビット(PARS)
　0：偶数パリティ
　1：奇数パリティ
ストップビット長選択ビット(STPS)
　0：1ストップビット
　1：2ストップビット
P55/TXD1[P32/TXD2] Pチャネル出力禁止ビット(POFF)　 　　
0：CMOS出力（出力モード時）
　1：Nチャネルオープンドレイン出力（出力モード時）
不使用(読み出し時"1")

UART制御レジスタ
 UART1CON         (0FE116番地) 
[UART2CON         (0FE416番地)]      

注. [　]内はシリアルI/O2
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A-D変換器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　38C2グループは、10ビットの逐次比較方式のA-D変換器を

持っています。

【A-D変換レジスタ】　ADL,ADH

A-D変換結果が格納されるレジスタで、上位レジスタと下位レ

ジスタがあります。変換結果は上位8ビットがA-D変換レジスタ（上

位）(001B16番地)に、下位2ビットがA-D変換レジスタ（下位）

(001A16番地)のビット7及びビット6に格納されます。A-D変換中

は、このレジスタを読み出さないでください。

また、VREF入力スイッチビット(001A16番地のビット0)により、抵

抗ラダーと基準電圧入力端子(VREF)の接続を制御できます。この

ビットに“1”が書き込まれている場合には、常に抵抗ラダーはVREF

に接続されます。“0”が書き込まれていると、A-D変換中以外、抵抗

ラダーはVREFから切り離されます。

【A-D制御レジスタ】　ADCON

A-D変換器の制御を行うためのレジスタです。ビット2～ビット0

はアナログ入力端子の選択ビットです。ビット3はA-D変換終了

ビットで、A-D変換中は“0”、A-D変換が終了すると�“1”になります。

このビットに“0”を書き込むことによりA-D変換が開始されます。

【比較電圧発生器】

AVSSとVREFの間の電圧を抵抗分割し、分圧を出力します。

【チャネルセレクタ】

ポートP47/AN7～P40/AN0より1本を選択し、コンパレータに入

力します。

図28．Ａ-Ｄ制御レジスタの構成

図29．Ａ-Ｄ変換器のブロック図
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チ
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AｰD制御回路

AｰD変換レジスタ(H)

抵抗ラダー

コンパレータ

A-D割り込み要求

AｰD制御レジスタ

P40/OOUT0/AN0
P41/OOUT1/AN1

P42/AN2
P43/AN3
P44/AN4
P45/AN5
P46/AN6
P47/AN7

AｰD変換レジスタ(L)

【コンパレータ及び制御回路】

アナログ入力電圧と比較電圧の比較を行い、その結果をA-

D変換レジスタに格納します。また、A-D変換終了時にA-D変換終

了ビット及びA-D割り込み要求ビットは“1”にセットされます。

コンパレータは容量結合で構成されていますので、A-D変換中

はA-Dクロック周波数を250kHz以上にしてください。

また、A-D変換中にSTP命令を実行するとただちにA-D変換が

中止され、A-D変換終了ビットに“1”がセットされ、割り込み要求が

発生します。
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LCD駆動制御回路

　38C2グループはLCD(液晶表示素子)の駆動制御回路を内蔵

しています。

　LCD駆動制御回路は、

　・LCD表示用ＲＡＭ

　・セグメント出力禁止レジスタ

　・LCDモードレジスタ

　・セレクタ

　・タイミングコントローラ

　・コモンドライバ

　・セグメントドライバ

　・バイアス制御回路

によって構成されています。

　セグメント出力は最大24本、コモン出力は最大4本使用でき、

最大96画素までLCD表示を行うことができます。

　LCDモードレジスタ、セグメント出力禁止レジスタ、LCD表示

用RAMにデータを設定した後、LCDイネーブルビットを点灯に設

定すると、LCD駆動制御回路は自動的に表示データを読み出し、

バイアス制御、時分割制御などを行い､LCDパネルへの表示を

行います。

図30．LCD関係レジスタの構成

表5．各時分割時の最大表示素子数

時分割数
２

３

４

最大表示素子数
48ドット又は8セグメントLCD6桁

72ドット又は8セグメントLCD9桁

96ドット又は8セグメントLCD12桁

LCDモードレジスタ(003916番地)
LM

b7 b0

時分割選択ビット
　0 0：使用しない
　0 1：2時分割(COM0､COM1使用)
　1 0：3時分割(COM0～COM2使用)
　1 1：4時分割(COM0～COM3使用)
バイアス制御ビット
　   0：1/3バイアス
　   1：1/2バイアス
LCDイネーブルビット
　   0：LCD消灯
　   1：LCD点灯
LCD駆動タイミング選択ビット
　   0：Aタイプ
　   1：Bタイプ　  
LCD回路分周器分周比選択ビット
　0 0：1分周
　0 1：2分周
　1 0：4分周
　1 1：8分周
LCDCK用カウントソース選択ビット(注)
　   0：f(XCIN)/32
　   1：f(XIN)/8192(低速モード時はf(XCIN)/8192)

注．LCDCKはLCDタイミングコントローラ用のクロックです。

セグメント出力禁止レジスタ0(0FF816番地)
SEG0

b7 b0

セグメント出力禁止ビット0
　0：セグメント出力　SEG0

　1：出力ポート　P00
セグメント出力禁止ビット1
　0：セグメント出力　SEG1

　1：出力ポート　P01
セグメント出力禁止ビット2
　0：セグメント出力　SEG2

　1：出力ポート　P02
セグメント出力禁止ビット3
　0：セグメント出力　SEG3

　1：出力ポート　P03
セグメント出力禁止ビット4
　0：セグメント出力　SEG4

　1：出力ポート　P04
セグメント出力禁止ビット5
　0：セグメント出力　SEG5

　1： 出力ポート　P05
セグメント出力禁止ビット6
　0：セグメント出力　SEG6

　1： 出力ポート　P06
セグメント出力禁止ビット7
　0：セグメント出力　SEG7

　1： 出力ポート　P07

セグメント出力禁止レジスタ1(0FF916番地)
SEG1

b7 b0

セグメント出力禁止ビット8
　0：セグメント出力　SEG8

　1：出力ポート　P10
セグメント出力禁止ビット9
　0：セグメント出力　SEG9

　1：出力ポート　P11
セグメント出力禁止ビット10
　0：セグメント出力　SEG10

　1：出力ポート　P12
セグメント出力禁止ビット11
　0：セグメント出力　SEG11

　1：出力ポート　P13
セグメント出力禁止ビット12
　0：セグメント出力　SEG12

　1：出力ポート　P14
セグメント出力禁止ビット13
　0：セグメント出力　SEG13

　1：出力ポート　P15
セグメント出力禁止ビット14
　0：セグメント出力　SEG14 
　1：出力ポート　P16
セグメント出力禁止ビット15
　0：セグメント出力　SEG15

　1：出力ポート　P17

セグメント出力禁止レジスタ2(0FFA16番地)
SEG2

b7 b0

セグメント出力禁止ビット16
　0：セグメント出力　SEG16

　1：出力ポート　P20
セグメント出力禁止ビット17
　0：セグメント出力　SEG17

　1：出力ポート　P21
セグメント出力禁止ビット18
　0：セグメント出力　SEG18

　1：出力ポート　P22
セグメント出力禁止ビット19
　0：セグメント出力　SEG19

　1：出力ポート　P23
セグメント出力禁止ビット20
　0：セグメント出力　SEG20

　1：出力ポート　P24
セグメント出力禁止ビット21
　0：セグメント出力　SEG21

　1：出力ポート　P25 
セグメント出力禁止ビット22
　0：セグメント出力　SEG22 
　1：出力ポート　P26
セグメント出力禁止ビット23
　0：セグメント出力　SEG23 
　1：出力ポート　P27

注1．方向レジスタによって出力ポートに設定されている端子のみ
　　  セグメント出力禁止レジスタで出力ポートとセグメント出力の
　　  切り換えを制御することができます。

注2．LCD電源制御レジスタ(003816番地)のVL端子入力選択ビット　　    
         (VLSEL)が“1”の場合、セグメント出力禁止ビット22、23の設定
        は無効になります。
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図31．LCDコントローラ/ドライバのブロック図
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 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

●バイアス制御とLCD用電源入力端子への印加電圧

LCD用電源入力端子(VL1～VL3)から電圧を印加する場合に

は、VL端子入力選択ビット(LCD電源制御レジスタのビット5)及び

VL3接続ビット(LCD電源制御レジスタのビット6)を“1”にセットし、

バイアス値に従って、表6に示す電圧値を印加してください。その

場合は2本のセグメント出力(SEG22,SEG23)は使用できません。

また、バイアス値はバイアス制御ビット(LCDモードレジスタの

ビット2)で選択してください。

図32．各バイアス時の回路例（外部電源入力時）

表6．バイアス制御とVL1～VL3への印加電圧

バイアス値

1/3バイアス

1/2バイアス

電圧値
VL3 = VLCD
VL2 = 2/3 VLCD
VL1 = 1/3 VLCD

VL3 = VLCD
VL2 = VL1 = 1/2 VLCD

注．VLCDはLCDパネルへの供給電圧の最大値

VL3

VL2

VL1

R4

R5

R4 = R5

コントラスト調整

1/2バイアス

VL3

VL2

VL1

コントラスト調整

R1

R2

R3

R1 = R2 = R3
1/3バイアス

●コモン端子と時分割制御

コモン端子(COM0～COM3)は、時分割数によって使用する端

子が決まっています。時分割数は時分割選択ビット(LCDモードレ

ジスタのビット0、ビット1)で選択してください。リセット解除時コモ

ン端子からVccの電圧が出力されます。

注. 使用しないコモン端子は不選択波形を出力します。
注

表7．時分割制御と使用コモン端子

時分
割数
2
3
4

時分割選択ビット

ビット1
0
1
1

ビット0
1
0
1

使用コモン端子名

COM0、COM1

COM0～COM2

COM0～COM3

●セグメント信号出力端子

セグメント信号出力端子(SEG0～SEG23)は、ポートP0～P2と兼

用になっています。これらの端子をセグメント信号出力端子として

使用するときは、対応する端子の方向レジスタを“1”にセットし、セ

グメント出力禁止レジスタを“0”にクリアします。

また、これらの端子はリセット解除後入力ポートに設定され、プル

アップ抵抗によりVccの電圧が出力されます。
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 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

●LCD電源回路

LCD用電源回路は、ソフトウエアで切り離し可能なLCD電源用

分割抵抗を内蔵しています。この内部抵抗の接続選択は、LCD電

源制御レジスタで設定を行います。

図34．VLブロック図

図33．LCD電源制御レジスタのビット構成

VL3

P27/SEG23/
VL2

LCDﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ
（ﾋﾞｯﾄ2）

P26/SEG22/
VL1

LCD電源制御ﾚｼﾞｽﾀ
（ﾋﾞｯﾄ5）

LCD電源制御ﾚｼﾞｽﾀ
（ﾋﾞｯﾄ0）

Vcc

LCD電源用分割抵抗

LCD電源制御ﾚｼﾞｽﾀ
（ﾋﾞｯﾄ2,ﾋﾞｯﾄ1）

LCD電源制御ﾚｼﾞｽﾀ
（ﾋﾞｯﾄ6）
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●LCD表示用RAM

004016番地から004B16番地までの12バイトはLCD表示用RAM

です。これらのビットに“1”を書き込むと、LCDパネルの対応するセ

グメントが点灯します。

●LCD駆動タイミング

LCD駆動制御回路はAタイプ、又はBタイプのLCD駆動タイミ

ングを選択できます。

LCD駆動タイミングの選択はタイミング選択ビット(LCDモード

レジスタのビット4)により行います。

LCD駆動タイミング選択ビットを“0”に設定するとAタイプ、“1”

に設定するとBタイプが選択されます。リセット後の駆動タイミング

はAタイプになります。

LCD駆動タイミングを決定する内部信号LCDCKの周波数及

びフレーム周波数は次のようになります。

図35．LCD表示用RAMマップ

COM3  COM2  COM1 COM0 

ビット

アドレス
７      ６　  ５      ４      ３　  ２      １　  ０

004016
004116
004216
004316
004416
004516
004616
004716
004816
004916
004A16

004B16

SEG1

SEG3

SEG5

SEG7

SEG9

SEG11

SEG13

SEG15

SEG17

SEG19

SEG21

SEG23

SEG0

SEG2

SEG4

SEG6

SEG8

SEG10

SEG12

SEG14

SEG16

SEG18

SEG20

SEG22
COM3  COM2  COM1 COM0  

　フレーム周波数 ＝ f(LCDCK)/時分割数

■注意事項

・STP命令を実行すると、LCDイネーブルビット（LCDモードレ

ジスタのビット3）及びLCD電源制御レジスタのビット6以外の

ビットが“0”にクリアされます。

・外付け抵抗を使ってVL1～VL3に電圧を印加する場合には、

LCD電源制御レジスタ(003816番地)の分割抵抗選択ビット

(RSEL)に“102”を書き込んで下さい。

・  VL3がVCCと等しい電圧でLCD駆動制御回路を使用する場

合には、VL3端子にVCC電圧を印加し、LCD電源制御レジス

タ(003816番地)のVL3接続ビットに“1”を書き込んで下さい。

f(LCDCK) ＝
(LCDCK用カウントソース周波数)

(LCD用分周器分周比)
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図36．LCD駆動波形（1/2バイアスAタイプの場合）

内部信号
LCDCKタイミング

4時分割 電圧レベル

VL3
VL2=VL1
VSS

VL3

VSS

COM0

COM1

COM2

COM3

SEG0

消灯 点灯 消灯 点灯

COM3 COM2 COM1 COM0 COM3 COM2 COM1 COM0

3時分割

VL3
VL2=VL1
VSS

VL3

VSS

消灯点灯 点灯 消灯 点灯 消灯

2時分割

COM0

COM1

COM2

SEG0

COM0

COM1

SEG0

VL3
VL2=VL1
VSS

VL3

VSS

消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯

COM0 COM2 COM1 COM0 COM2 COM1 COM0 COM2

COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0
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図37．LCD駆動波形（1/3バイアスAタイプの場合）

内部信号
LCDCKタイミング

4時分割
電圧レベル

VL3

VSS

COM0

COM1

COM2

COM3

SEG0

消灯 点灯 消灯 点灯

COM3 COM2 COM1 COM0 COM3 COM2 COM1 COM0

3時分割

消灯点灯 点灯 消灯 点灯 消灯

2時分割

COM0
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COM2

SEG0
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SEG0

消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯

VL3
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VSS
VL1

VL3
VL2

VSS
VL1

VL3
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VL3
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VSS
VL1

VL3

VSS

COM0 COM2 COM1 COM0 COM2 COM1 COM0 COM2

COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0
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図38．LCD駆動波形（1/2バイアスBタイプの場合）

内部信号
LCDCKタイミング

4時分割
電圧レベル
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図39．LCD駆動波形（1/3バイアスBタイプの場合）

内部信号
LCDCKタイミング
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電圧レベル

COM0

COM1

COM2

COM3

SEG0

消灯 点灯 消灯 点灯

COM3 COM2 COM1 COM0 COM3 COM2 COM1 COM0

3時分割

消灯点灯 点灯 消灯 点灯 消灯

2時分割

COM0

COM1

COM2

SEG0

COM0

COM1

SEG0

消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯 消灯点灯

VL3
VL2

VSS
VL1

VL3
VL2

VSS
VL1

VL3
VL2

VSS
VL1

COM0 COM2 COM1 COM0 COM2 COM1 COM0 COM2

COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0 COM1 COM0

１フレーム １フレーム

１フレーム １フレーム １フレーム １フレーム

１フレーム １フレーム

VL3
VL2

VSS
VL1

VL3
VL2

VSS
VL1

VL3
VL2

VSS
VL1



41

三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

●ウオッチドッグタイマ

ウオッチドッグタイマは、暴走などによりプログラムが正常な

ループを走らなかった場合にリセット状態に復帰する手段を与え

るものです。

ウオッチドッグタイマは8ビットのカウンタで構成されます。

図40．暴走検出機能ブロック図

●ウオッチドッグタイマの初期値

リセット時又はウオッチドッグタイマ制御レジスタへの書き込み

により、ウオッチドッグタイマ は“FF16”にセットされます。書き込み

のための命令はSTA、LDM、CLB等書き込み信号が発生する命

令であれば、どんな命令でも使用できます。書き込みデータはビッ

ト7とビット6以外は意味がなく、無関係に上記の値がセットされま

す。

●ウオッチドッグタイマの動作

ウオッチドッグタイマはリセット時には停止しており、ウオッチ

ドッグタイマ制御レジスタへの書き込みによりダウンカウントを開

始します。ウオッチドッグタイマがアンダフローすると内部リセット

が発生し、リセット解除時間を待ってリセットが解除され、リセットベ

クトル番地からプログラムを実行します。通常はウオッチドッグタ

イマがアンダフローする前にウオッチドッグタイマ制御レジスタに

書き込みを行うようにプログラムを組みます。ウオッチドッグタイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

注．ストップ解除の待ち時間（タイマ1及びタイマ2で設定
した時間）及びウェイトモード時の間もウオッチドッ
グタイマはカウントしますので、この間にウオッチ
ドッグタイマがアンダフローしないように注意してく
ださい。

図42．リセット出力のタイミング図

図41．ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成

マ制御レジスタに一度も書き込みを行わなければ、ウオッチドッグ

タイマは機能しません。

ウオッチドッグタイマ制御レジスタを読み出した場合は、上位６

ビットのカウンタとSTP命令禁止ビット（ビット6）の値と、カウント

ソース選択ビット（ビット7）の値が読み込まれます。STP命令禁止

ビットを“0”の状態にしておくと、STP命令は有効です。このビットを

“１”に書き換えることによりSTP命令は禁止されます。このときSTP

命令が実行されると未定義命令として処理され、内部でリセットが

発生します。このビットはプログラミングにより“0”に書き換えるこ

とはできません。このビットはリセット直後“0”です。

ウオッチドッグタイマ制御レジスタへの書き込み実行後、ウオッ

チドッグタイマレジスタがアンダフローするまでの時間を以下に

示します。（ウオッチドッグタイマ制御レジスタのビット7が“0”の場

合）

・２/４/８分周モード時（f(XIN)=8MHz）　・・32.768ms

・低速モード時（f(XCIN)=32kHz）　・・8.19s
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クロック出力機能

入出力ポートP36からシステムクロックφを出力することができ

ます。クロック出力制御レジスタ(001816番地）とタイマ12モードレ

ジスタ(002516番地）のタイマ2出力選択ビット(ビット6）により、入

出力ポートとタイマ2出力機能とシステムクロックφ出力機能のト

リプルファンクション制御を行います。

入出力ポートP36からシステムクロックφを出力するためには、

タイマ2出力選択ビットを“1”に設定し、かつクロック出力制御レジ

スタのビット0を“1”に設定する必要があります。クロック出力機能

を選択した場合、ポートP36の方向レジスタが出力に設定されてい

る間クロックが出力されます。

P36は、タイマ2出力制御ビットを書き換えた次のサイクルで、

ポート出力とポート以外の出力（タイマ2出力、又はクロック出力）

が切り替わります。

図44．クロック出力機能のブロック図

図43．クロック出力制御レジスタの構成
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リセット回路

38C2グループは、電源電圧がVCC（min.）～5.5Vの範囲にあり、

水晶発振子などが安定発振しているとき、RESET端子を

2μs以上“L”レベルに保った後“H”レベルに戻すとリセット解除さ

れ、FFFD16番地の内容を上位アドレス、FFFC16番地の内容を下

位アドレスとする番地からプログラムスタートします。

リセット入力電圧は、電源電圧がVCC(min.)を通過する時点で

VIL規格を満足するようにしてください。

図45．リセット回路例

図46．リセット時のタイミング図
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注1．f(XIN)とf(φ)の周波数の関係は、f(XIN) = 8・f(φ)です。
　2．?のマークは値が不定であることを示します。
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図47．リセット時の内部状態
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クロック発生回路

38C2グループはメインクロックXIN-XOUTとサブクロックXCIN-

XCOUTの2つの発振回路を内蔵しています。XINとXOUT又はXCIN

とXCOUTの端子間に共振子を接続することにより、発振回路を形

成することができます。容量及び抵抗などの定数は、共振子により

異なりますので共振子メーカの推奨値をご使用ください。XIN-

XOUT端子間には帰還抵抗が内蔵されていますので、外付けの抵

抗を省略することができます。XCIN-XCOUT間には抵抗が内蔵さ

れていませんので、外部に帰還抵抗を付けてください。

メインクロックに外部からクロック信号を供給する場合は、XIN

端子に入力し、XOUTは1kΩの抵抗を介してVCCにプルアップして
ください。サブクロックに外部からクロック信号を供給する場合は、

XCIN端子に入力し、XCOUT端子は開放してください。

電源投入直後はXIN側の発振回路のみが発振を開始します。

●周波数制御

(1) 8分周モード

XIN端子に加わった周波数を8分周したものがシステムクロック

φとなります。リセット解除後はこのモードになります。

(2) 4分周モード

XIN端子に加わった周波数を4分周したものがシステムクロック

φとなります。

(3) 2分周モード

XIN端子に加わった周波数を2分周したものがシステムクロック

φとなります。

(4) 低速モード

XCIN端子に加わった周波数を2分周したものがシステムクロッ

クφとなります。

低速モード時には、CPUモードレジスタのビット7を“0”にするこ

とによりメインクロックXINを停止させて、低消費電力動作が実現

できます。この場合、メインクロックXINの発振再開時はCPUモー

ドレジスタのビット7を“1”にした後、発振が安定するまでの待ち時

間をプログラムで生成してください。

注．　2/4/8分周モードと低速モード間の移行を行う場合は、XIN側、XCIN

側ともに発振が安定している必要があります。特に、XCIN側の発振
立ち上がりは時間を要するので、電源投入直後やストップモードか
らの復帰時は注意してください。また、移行するときはf(XIN)>3･
f(XCIN)である必要があります。

�

●発振制御

(1) ストップモード

STP命令を実行するとシステムクロックφが“H”の状態で停止

し、メインクロック及びサブクロックの発振が停止します。このとき、

タイマ1およびタイマ2にはあらかじめ設定されているタイマ1ラッ

チ及びタイマ2ラッチの値が自動的にロードされます。このため、

STP命令実行前にタイマ1、タイマ2のラッチ（タイマ1は下位8ビッ

ト、タイマ2には上位8ビットを設定）には発振安定に必要な待ち時

間を生成する値を書き込んでおいてください。タイマ1のカウント

ソースにはタイマ1用分周器が、タイマ2にはタイマ1の出力が強

制的に接続されます。このときタイマ12モードレジスタはビット7，

6以外すべて“0”にクリアされます。タイマ12分周選択レジスタの

値は変化しません。STP命令実行前にタイマ1、タイマ2割り込みの

許可ビットを禁止状態（“0”）に設定してください。

発振はリセット又は割り込み要求が受け付けられると再開します

が、タイマ2がアンダフローしてはじめてCPUにシステムクロック

φが供給されます。これは、外付け共振子を使用した場合、発振の

立ち上がりに時間を要するためです。

(2) ウエイトモード

WIT命令を実行すると、システムクロックφのみ“H”の状態で

停止します。このときXIN及びXCINはWIT命令実行前と同じ状態

になっています。リセット又は割り込みを受け付けると、停止を解除

します。発振器は停止していませんので、直ちに命令を実行できま

す。

図49．外部クロック入力回路

図48．セラミック共振子外付け回路
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図50．クロック発生回路のブロック図
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図51．システムクロックの状態遷移図

注１．２/４/８分周モードから低速モードへ切り替えるとき、及びその逆を行うときは、まずCM7を変更し、切り替え先の発振
　　　が安定するのを待って、CM6を変更してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　２．すべてのモードからストップモード又はウエイトモードへ移行することができ，解除後はもとのモードに戻ります。
　３．ウエイトモード時にはタイマ、LCDは動作しています。
　４．ストップモードからの解除時は、タイマ１、タイマ２の接続により待ち時間が設定できます。
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CM7="0" 

CM7="1" 

CM6="1"

システムクロック＝メインクロックf(XIN)

リセット

4分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/4
　　CM5=0　CM4=1

2分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/2
　　CM5=1　CM4=0

8分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/8
　　CM5=0　CM4=0

4分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/4
　　CM5=0　CM4=1

2分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/2
　　CM5=1　CM4=0

8分周モード

システムクロックφ：f(XIN)/8
　　CM5=0　CM4=0
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発振外部出力機能

　38C2グループは、P40、P41から発振回路で得られたクロッ

クを方形波出力する機能（発振外部出力機能）を持っていま

す。発振外部出力機能を有効にするには、クロック出力の

ポート（P40、P41の双方、又はいずれか）を出力モードに設

定（対応する方向レジスタを“1”に設定）してください。

　発振出力制御レジスタ（0FF016番地）のP40/P41発振出力制

御ビット（ビット0、1）によって、XCOUT端子からの信号を

外部出力する機能が選択されている状態で、サブクロック

（XCIN-XCOUT）が発振停止状態、又はストップモードのと

き、XCOUT外部出力信号は“H”レベルとなります。

　同様に、発振出力制御レジスタ（0FF016番地）のP40/P41発

振出力制御ビット（ビット0、1）によって、XOUT端子からの

信号を外部出力する機能が選択されている状態で、メインク

ロック（XIN-XOUT）が発振停止状態、又はストップモードの

とき、XOUT外部出力信号は“H”レベルとなります。
図52．発振出力制御レジスタの構成

図53．発振出力機能のブロック図

■注意事項

　発振回路のXOUT端子又はXCOUT端子からの信号を本マイ

コン以外の回路に直接取り込み、使用した場合、システム

の安定動作を損なう恐れがあります。発振回路を安全に共

有するために、本マイコン以外の回路には、本機能を活用

してP40、P41から出力されたクロックを使用してくださ

い。

STP命令

S

R

Q

XIN XOUT

割り込み要求

割り込み禁止フラグＩ
リセット

システムクロック
制御ビット

P61/XCIN P62/XCOUT

システムクロック
制御ビット“01”

システムクロック
制御ビット

P41/OOUT1

P40/OOUT0

P41方向レジスタ

P40方向レジスタ

OSCOUT制御

P41出力ラッチ
P40出力ラッチ

発振出力

選択回路

,“00”,“10”“11”

,“00”,“10”“11”

“01”

,“01”,“10”“11”

“00”

b7                    b0
発振出力制御レジスタ(0FF016番地)
OSCOUT

P40/P41発振出力制御ビット
  b1 b0
   0 0：P41,P40=通常ポート
   0 1：P41=通常ポート,P40=XOUT
   1 0：P41=通常ポート,P40=XCOUT
   1 1：P41=XCOUT,P40=XOUT
不使用（読み出し時“0”）
　　　（“1”を書き込まないでください ）
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プログラミング上の注意事項 ポートに関するもの

ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。すなわ

ち、LDA命令をはじめ、Tフラグが“1”の場合のメモリ演算命令、方

向レジスタの値を修飾値とするアドレッシングモード、BBC、BBS

などのビットテスト命令は使用できません。また、CLB、SEBなどの

ビット操作命令、RORなどの演算を始めとする方向レジスタのリー

ド･モディファイ･ライト命令も使用できません。方向レジスタの設

定はLDM命令、STA命令などを使用してください。

シリアルI/Oに関するもの

クロック同期形シリアルI/Oにおいて、外部クロックを用いて受

信側がSRDY出力を行う場合、受信許可ビット及びSRDY出力許可

ビットとともに、送信許可ビットも“1”にセットしてください。

また、シリアルI/Oでは、送信終了後、TXD端子が最終ビットを

ラッチし出力し続けます。

A-D変換に関するもの

コンパレータは容量結合で構成されており、クロック周波数が低

いと電荷が失われます。そのため、A-Dクロック周波数を250kHz

以上にしてください。

また、A-D変換中にSTP命令を実行すると直ちにA-D変換が中

止され、A-D変換終了ビットに“1”がセットされ、割り込み要求が発

生します。

命令の実行時間に関するもの

命令の実行時間は機械語命令一覧表に記載のサイクル数に、

システムクロックφの周期をかけることによって得られます。

プロセッサステータスレジスタに関するもの

プロセッサステータスレジスタ（PS）は割り込み禁止フラグIが

“1”であることを除いて、リセット直後は不定です。このため、プロ

グラムの実行に影響を与えるフラグの初期化が必要です。

特に、演算そのものに影響を与えるTフラグ、Dフラグについて

は初期化が必須となります。

割り込みに関するもの

割り込み要求ビットの内容をプログラムで変更した直後に

BBC、BBS命令を実行すると、変更前の内容に対して実行されま

す。変更後の内容に対して実行するためには、1命令以上後に行っ

てください。

10進演算に関するもの

・10進演算を行う場合は、10進モードフラグDを“1”に設定して

ADC命令、又はSBC命令を実行します。その場合、SEC命令、

CLC命令、又はCLD命令は、ADC命令又はSBC命令から1命令

以上後に行ってください。

・10進モードでは、N（ネガティブ）、V（オーバフロー）、

Z（ゼロ）フラグが無効となります。

タイマに関するもの

・タイマラッチに値n（0～255）を書き込んだ場合の分周比は、

1/（n＋1）です。

・カウントソースを生成する分周器は、タイマ全体で１つの回路

を共用しています。

そのため各タイマを起動したときに、分周器の初期化は行い

ません。したがって、カウントソースに分周器を選択した場合、

起動から実際にタイマがカウント開始、あるいは波形出力する

までの間には、最大カウントソースの１サイクル分の遅延が生

じます。

また、カウントソースは外部から観測することはできません。

乗除算命令に関するもの

・MUL、DIV命令は、T、Dフラグの影響を受けません。

・乗除算命令の実行ではプロセッサステータスレジスタの内容

は変化しません。
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図54．リセット入力端子の配線

図55．クロック入出力端子の配線

図56．VSS－VCCライン間のバイパスコンデンサ

使用上の注意

・VL3端子に関する注意

　LCD駆動制御回路を使用しない場合、VL3端子はVCCに接続し

てください。

・ノイズに関する注意事項

　以下に示すようなノイズに留意したシステム設計を行い、十分

な評価を行ってください。

　

(1) 配線長の短縮

①リセット端子の配線

　リセット端子に接続する配線は短くしてください。特にリセット端

子とVSS端子間に接続するコンデンサは、それぞれの端子とでき

るだけ短い(20 mm以内)配線で接続してください。

●理由

　リセット端子に入力されるパルス幅はタイミング必要条件で規

定されます。規定幅より短いパルス幅のノイズがリセット端子に入

力されると、マイコン内部が完全な初期状態になる前にリセットが

解除され、プログラム暴走の原因となります。

②クロック入出力端子の配線

・クロック入出力端子に接続する配線は短くしてください。

・発振子に接続するコンデンサの接地側リード線とマイコンのVSS

端子とは最短(20mm以内)の配線で接続してください。

・発振用のVSSパターンは発振回路専用とし、他のVSSパターンと

分離してください。

●理由

　クロック入出力端子にノイズが侵入すると、クロックの波形が乱

れ、誤動作や暴走の原因となります。また、マイコンのVSSレベルと

発振子のVSSレベルとの間にノイズによる電位差が生じると正確

なクロックがマイコンに入力されません。

(2) VSS－VCCライン間へのバイパスコンデンサ挿入

　VSS－VCCライン間に０.１μF程度のバイパスコンデンサを、以下

の条件で挿入してください。

・ VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパ

スコンデンサ間の配線長を等しくする

・ VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長とVCC端子－バイパ

スコンデンサ間の配線長を最短とする

・ VSSライン及びVCCラインは他の信号線よりも幅の広い配線を

使用する

・ 電源配線は、バイパスコンデンサを経由してVSS端子及びVCC

端子へ接続する
RESET

リセット
回路

ノイズ

VSSVSS

N.G.

リセット
回路

VSS

RESET

VSS

O.K.

ノイズ

XIN

XOUT

VSS

N.G.

XIN

XOUT

VSS

O.K.

VSS

VCC

AA
AA
AAAA
AA
AA

VSS

VCC

AA
AA
AA

AA
AA
AA

AA
AA
AA

AA
AA
AA

N.G. O.K.
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(3) 発振子への配慮

　マイコンの動作の基本となるクロックを生成する発振子には、

他の信号から影響を受けにくくする配慮が必要です。

①大電流が流れる信号線からの回避

　マイコンが扱う電流値の範囲を越えた大きな電流が流れる信号

線は、マイコン（特に発振子）からできるだけ遠い位置に配置して

ください。

●理由

　マイコンを使用するシステムでは、モータ、LED、サーマルヘッ

ドなどを制御する信号線が存在します。これらの信号線に大電流

が流れる場合、相互インダクタンスによるノイズが発生します。

図57．大電流が流れる信号線の配線/高速にレベル変化する信号線の配線

②高速にレベル変化する信号線からの回避

　高速にレベル変化する信号線は、発振子及び発振子の配線パ

ターンからできるだけ遠い位置に配置してください。

　また、高速にレベル変化する信号線は、クロック関連の信号線、

その他ノイズの影響を受け易い信号線と交差させないでくださ

い。

●理由

　高速にレベル変化するCNTR端子などの信号は、立ち上がり又

は立ち下がり時のレベル変化によって他の信号線に影響を与え

易くなります。特にクロック関連の信号線と交差するとクロックの

波形が乱れ、誤動作や暴走の原因となります。

XI
 

N

XO
 

U
 

T

VS
 

S

M

マ
 
イ

 
コ

 
ン

相
 
互

 
イ

 
ン

 
ダ

 
ク

 
タ

 
ン

 
ス

大
 
電

 
流

G
 
N

 
D

XI
 

N

XO
 

U
 

T

VS
 

S

C
 
N

 
T

 
R交

 
差

 
さ

 
せ

 
な

 
い

N.G.

①大電流が流れる信号線からの回避 ②高速にレベル変化する信号線からの回避

図58．フラッシュメモリのVPP端子の配線

(4) フラッシュメモリ版のVPP端子配線

　VPP端子のできるだけ近くに10kΩ程度の抵抗を直列に挿入し、
VSS端子に接続してください。

注．10kΩ程度の抵抗を挿入した回路のまま、マスクROM版に置き
換えても動作上支障はありません。

●理由

　フラッシュメモリ版マイコンのVPP端子は内蔵フラッシュメモリ

の電源入力端子です。内蔵フラッシュメモリへのプログラムの書

き込み/消去時に、書き込み/消去電流が流れるようにVPP端子のイ

ンピーダンスを低くしているため、ノイズが侵入しやすくなってい

ます。 VPP端子からノイズが侵入すると、内蔵フラッシュメモリから

異常な命令コード、データが読み出され、暴走の原因となります。
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表8.　 38C2グループ(フラッシュメモリ版)の性能概要

性能概要

表8に38C2グループ(フラッシュメモリ版)の性能概要を示し

ます。

フラッシュメモリモード

38C2グループ(フラッシュメモリ版)は、VCCが4.5～5.5Vの

とき単一電源、VCCが3.0～4.5Vのとき2電源での書き換えが

可能なNEW DINOR(DIvided bit line NOR)形フラッシュメモ

リを内蔵しています。このフラッシュメモリに対して、リー

ド、プログラム、イレーズなどの操作を行うためのフラッ

シュメモリモードとして、ライタを用いてフラッシュメモリ

の操作を行うパラレル入出力モード、標準シリアル入出力

モード、及び中央演算処理装置(CPU)でフラッシュメモリを操

作する CPU書き換えモードの3種類を用意しています。各

モードについては次ページ以降で説明します。

図59に示すようにフラッシュメモリは、いくつかのブロッ

クに分かれており、各ブロックごとにイレーズを行うことが

できます。

また、内蔵するフラッシュメモリには、通常のマイコン動

作の制御プログラムを格納するユーザROM領域に加えて、

CPU書き換えモード及び標準シリアル入出力モードでの書き

換え制御プログラムを格納するためのブートROM領域があり

ます。このブートROM領域には、出荷時に標準シリアル入出

力モードの制御プログラムが書き込まれますが、ユーザ側

で、システムに適合した書き換え制御プログラムを書き込む

ことも可能です。このブートROM領域は、パラレル入出力

モードでのみ書き換えが可能です。
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図59.　内蔵フラッシュメモリのブロック図

CPU書き換えモード

CPU書き換えモードは、中央演算処理装置(CPU)の制御によ

り、内蔵フラッシュメモリに対する操作(リード、プログラ

ム、イレーズなど)を行うモードです。

CPU書き換えモードでは、図59に示すユーザROM領域のみ

書き換えが可能で、ブートROM領域の書き換えはできませ

ん。プログラム、ブロックイレーズのコマンドは、ユーザ

ROM領域と各ブロック領域に対してのみ行ってください。

CPU書き換えモードの制御プログラムは、ユーザROM領

域、ブートROM領域のどちらに格納しておいても構いませ

ん。CPU書き換えモードでは、CPUからフラッシュメモリの

読み出しが行えませんので、書き換え制御プログラムは、内蔵

RAMに転送後、RAM上で実行してください。

ブートモード

CPU書き換えモードの制御プログラムは、あらかじめパラ

レル入出力モード で、 ユーザROM領域又はブートROM領域

に書き込んでください。(ブートROM領域に書き込みを行った

場合には、 標準シリアル入出力モードは 使用できなくなりま

す。)

ブートROM領域は、図59に示すとおりです。

CNVSS端子を“L”としてリセットを解除した場合には、通常

のマイコンモードとなり、CPUはユーザROM領域の制御プロ

グラムを使用して動作します。

P41(CE)端子を“H”、CNVSS端子を“H”としてリセットを解

除した場合には、ブートROM領域の制御プログラムで動作を

開始(プログラムのスタート番地はFFFC16、FFFD16番地に格

納)します。このモードをブートモードと呼びます。ブート

ROM領域上の制御プログラムでも、ユーザROM領域の書き換

えを行うことができます。

ブロックアドレス

ブロックアドレスとは、各ブロックの最大のアドレスで

す。このアドレスは、ブロックイレーズコマンドで使用しま

す。

ブロック1：28K byte

ブロック0：32K byte

ユーザROM領域

ブートROM領域　4K byte

100016

800016

FFFF16

F00016
FFFF16

注1.　ブートROM領域はパラレル入出力モードのみ
 書き換え可能です。(ブートROM領域外のアクセスは禁止)
注2.　ブロックを指定する場合、ブロック内の最大アドレスを
　　　使用してください。

形　名 フラッシュメモリ
先頭番地

M38C29FF 100016

パラレル入出力モード時

ユーザROM領域

ブロック1：28K byte

ブロック0：32K byte

100016

800016

FFFF16
F00016
FFFF16 4K byteブートROM領域

CPU書き換えモード、標準シリアル入出力モード時

ユーザ領域/ブート領域選択ビット=0 ユーザ領域/ブート領域選択ビット=1

BSEL=0 BSEL=1
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機能概要(CPU書き換えモード)

CPU書き換えモードは、シングルチップモード、及びブー

トモードで実行可能で、ユーザROM領域のみの書き換えを行

います。

CPU書き換えモードでは、CPUがソフトウエアコマンドを

実行することにより、内蔵するフラッシュメモリに対し、イ

レーズ、プログラム、リード等の操作を行います。この制御

プログラムは、あらかじめRAMに転送後、RAM上で実行して

ください。

CPU書き換えモードへは、CNVSS端子に4.5V～5.5Vを印加

し、CPU書き換えモード選択ビット(0FFE16番地のビット1)に

“1”を書き込むことにより移行し、ソフトウエアコマンドの受

け付けが可能となります。

プログラム、イレーズ動作の制御はソフトウエアコマンド

で行います。プログラム又はイレーズの正常/エラー終了等の

状態はステータスレジスタを読み出すことでチェックできま

す。

図60にフラッシュメモリ制御レジスタを示します。ビット0
_____

はRY/BYステータスフラグで、フラッシュメモリの動作状況

を示す読み出し専用のビットです。プログラム、イレーズ動

作中には“0”(ビジー)、これ以外のときには“1”(レディ)となり

ます。

ビット1はCPU書き換えモード選択ビットです。このビット

に“1”を設定することにより、CPU書き換えモードになり、 ソ

フトウエアコマンドの受け付けが可能になります。CPU書き

換えモードでは、CPUが内蔵フラッシュメモリを直接アクセ

スすることができなくなります。したがって、このビット1へ

の書き込みはRAM上に転送した制御プログラムで行ってくだ

さい。このビット1に“1”を設定するには、ビット1への“0”書

き込み、“1”書き込みを連続して行う必要があります。“0”設定

は、“0”書き込みだけで行えます。

ビット2はCPU書き換えモードエントリフラグで、このビッ

トを読むことによりCPU書き換えモードにエントリしている

ことを確認することができます。

ビット3は、フラッシュメモリリセットビットで、内蔵フ

ラッシュメモリの制御回路をリセットするためのビットで

す。CPU書き換えモードの終了時、及びフラッシュメモリの

アクセスが異常になった場合に使用します。CPU書き換え

モード選択ビットが“1”の状態で、このビット3に“1”を書き込

むと、リセットが実行されます。リセットを解除するには、

次に“0”を書き込む必要があります。

ビット4はユーザ領域/ブート領域選択ビットで、“1”をセッ

トすることでブートROM領域にアクセスすることが可能とな

り、ブートROMを用いたCPU書き換えが行えます。ブート

モード時には自動的に“1”がセットされます。このビットの操

作はRAM上のプログラムで行う必要があります。

図61にCPU書き換えモードの設定/解除フローチャートを示

します。必ずこのフローチャートに従って操作してくださ

い。
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図61.　CPU書き換えモードの設定/解除フローチャート

図60.　フラッシュメモリ制御レジスタの構成
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CPU書き換えモードの注意事項

CPU書き換えモードを使用してフラッシュメモリを書き換

える場合、以下の注意事項があります。

(1)動作速度　

CPU書き換えモード中は、メインクロック分周比選択ビッ

ト(003B16番地のビット4,5)によって、システムクロックφが

4.0MHZ以下になるように設定してください。

(2)使用禁止命令

CPU書き換えモード中、フラッシュメモリ内部のデータを

参照する命令は使用できません。

(3)割り込み

CPU書き換えモード中、割り込みはフラッシュメモリ内部

のデータを参照するため使用できません。

(4)ウオッチドッグタイマ

すでにウオッチドッグタイマが起動されている場合は、プロ

グラム又はイレーズ中、ウオッチドッグタイマは常にクリアさ

れるので、アンダフローによる内部リセットは発生しません。

(5)リセット

常に受け付けます。リセット解除時、CNVSS＝Hの場合、

ブートモードで起動されるので、ブートROM領域のFFFC16、

FFFD16番地に格納されたアドレスからプログラムがスタート

します。
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ソフトウエアコマンド

表9にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。

CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定した後、ソフト

ウエアコマンドを実行することにより、 イレーズ、プログラ

ム等を指定します。

以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

●リードアレイコマンド(FF16)

第1バスサイクルでコマンドコード“FF16”をライトすると

リードアレイモードになります。次のバスサイクル以降で読

み出しを行うアドレスを入力すると、指定したアドレスの内

容がデータバス(D0～D7)へ読み出されます。

リードアレイモードは、他のコマンドがライトされるまで

保持されます。

●リードステータスレジスタコマンド(7016)

第1バスサイクルでコマンドコード“7016”をライトすると、

第2バスサイクルのリードでステータスレジスタの内容がデー

タバス(D0～D7)へ読み出されます。

ステータスレジスタは、次の節で説明します。

●クリアステータスレジスタコマンド(5016)

ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR4、SR5)が

セットされた後、これらをクリアするためのコマンドです。第

1バスサイクルでコマンドコード“5016”をライトします。

●プログラムコマンド(4016)

第1バスサイクルでコマンドコード“4016”をライトするとプ

ログラムモードとなります。続く第2バスサイクルでプログラ

ムするアドレスとデータをライトするとプログラム動作(デー

タのプログラムとベリファイ)を開始します。
______

プログラム終了はリードステータスレジスタ、又はRY/BY

ステータスフラグのリードによって確認できます。プログラ

ム開始とともに自動的にリードステータスレジスタモードと

なり、ステータスレジスタの内容がデータバス(D0～D7)へ読

表9. 　ソフトウエアコマンド一覧表(CPU書き換えモード)

み出されます。ステータスレジスタのビット7(SR7)はプログ

ラム開始とともに“0”となり、終了とともに“1”に戻ります。

リードステータスレジスタモードは、次にリードアレイコマ

ンド(“FF”)をライトするまで継続されます。
_____

RY/BYステータスフラグは、ステータスレジスタのビット

7と同じく、プログラム期間中は“0”、終了後は“1”となりま

す。プログラム終了後、ステータスレジスタを読み出すこと

によりプログラムの結果を知ることができます。

図62.　プログラムフローチャート

スタート

ライト4016
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図63.　イレーズフローチャート

●ブロックイレーズ(2016/D016)

第1バスサイクルでコマンドコード“2016”、続く第2バスサ

イクルで確認コマンドコード“D016”とブロックアドレスをラ

イトすると指定したブロックに対しブロックイレーズ動作(イ

レーズとイレーズベリファイ)を開始します。

ブロックイレーズの終了は、リードステータスレジスタ、
_____

又はRY/BYステータスフラグのリードによって確認できま

す。ブロックイレーズ開始とともに自動的にリードステータ

スレジスタモードとなり、ステータスレジスタの内容を読み

出すことができます。ステータスレジスタのビット7(SR7)は

ブロックイレーズの開始とともに“0”となり、終了とともに“

1”に戻ります。この場合のリードステータスレジスタモード

は、次にリードアレイコマンド(FF16)をライトするまで継続さ

れます。

_____

RY/BYステータスフラグは、ステータスレジスタのビット

7と同じく、イレーズ期間中は“0”、終了後は“1”となります。

ブロックイレーズ終了後、ステータスレジスタを読み出す

ことにより、ブロックイレーズの結果を知ることができま

す。詳しくはステータスレジスタの節を参照してください。
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ステータスレジスタ

ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイ

レーズ、プログラムの正常/エラー終了等の状態を示すレジス

タで、以下の条件のとき読み出すことができます。

(1)リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトした

後、ユーザROM領域内の任意のアドレスを読み出したとき

(2)プログラム開始又はイレーズ開始から、リードアレイコマ

ンド(FF16) 入力までの期間、ユーザROM領域の任意のアドレ

スを読み出したとき

また、ステータスレジスタは次の条件でクリアされます。

(1)クリアステータスレジスタコマンド(5016)をライトしたとき

表10にステータスレジスタの各ビットの定義を示します。

リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”になりま

す。

●シーケンサステータス(SR7)

シーケンサステータスはフラッシュメモリの動作状況を示

すもので、電源投入時は“1” (レディ)にセットされます。プロ

グラムやイレーズの動作中は“0” (ビジー)にセットされます

が、これらの動作終了とともに“1”にセットされます。

●イレーズステータス(SR5)

イレーズステータスはイレーズの動作状況を知らせるもの

で、イレーズエラーが発生すると“1”にセットされます。

イレーズステータスはクリアされると“0”になります。

●プログラムステータス(SR4)

プログラムステータスはプログラムの動作状況を知らせる

もので、プログラムエラーが発生すると“1”にセットされま

す。

プログラムステータスはクリアされると“0”になります。

SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、

リードアレイコマンド、プログラムコマンド、ブロックイ

レーズコマンドは受け付けられません。これらのコマンドを

実行する前にクリアステータスレジスタコマンドを実行し、

ステータスレジスタをクリアする必要があります。

また、コマンドが正しく入力されなかった場合、SR5、SR4

の両方が“1”にセットされます。
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表10.　ステータスレジスタの各ビットの定義
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フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プ

ログラムの実行結果を知ることができます。

図64にフルステータスチェックフローチャート及び各エ

ラー発生時の対処方法を示します。

図64.　フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法

リードステータスレジスタ

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

ブロックイレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラムエラー
NO

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータスレジスタ
をクリアしてください。コマンドが正しく入力されているか確認の上、
再度動作させてください。

もしブロックイレーズエラーが発生した場合、そのブロックは使用できません。

終了
(ブロックイレーズ、プログラム)

注1.　SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、リードアレイコマンド、プログラムコマンド、
　　　ブロックイレーズコマンドの各コマンドは受け付けません。これらのコマンド実行前にクリアステータスレ
　　　ジスタコマンド (5016) を実行してください。

もしプログラムエラーが発生した場合、そのブロックは使用できません。
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内蔵フラッシュメモリ書き換え禁止機能
内蔵フラッシュメモリの内容の読み出し又は書き換えを容

易に行えないように、パラレル入出力モードではROMコード

プロテクト機能、標準シリアル入出力モードでは、IDコード

チェック機能を内蔵しています。

ROMコードプロテクト機能

ROMコードプロテクトは、パラレル入出力モード使用時、

ROMコードプロテクト制御番地(FFDB16番地)によって、内蔵

フラッシュメモリの内容の読み出し又は書き換えを禁止する

機能です。ROMコードプロテクト制御番地(FFDB16番地)の構

成を図65に示します。(この番地は、ユーザROM領域に存在

します。)

2ビットで構成されるROMコードプロテクトビットのう

ち、どちらか一方に“0”を設定すると、ROMコードプロテク

トが設定され、内蔵フラッシュメモリの内容の読み出し又は

書き換えを禁止します。ROMコードプロテクトにはレベル1

とレベル2の2つのレベルがあり、レベル2を選択すると出荷検

査用LSIテスタ等による読み出しも不可能になります。レベル

1とレベル2の両方を選択した場合、レベル2が選択されます。

図65.　ROMコードプロテクト制御番地の構成

ROMコードプロテクト解除ビットに“00”を設定すると、

ROMコードプロテクトが解除となり、内蔵フラッシュメモリ

の内容の読み出し又は書き換えが可能になります。一度ROM

コードプロテクトを設定すると、パラレル入出力モードで

は、ROMコードプロテクト解除ビットの内容を変更できませ

ん。ROMコードプロテクト解除ビットの内容は、シリアル入

出力モードなど、他のモードで書き換えてください。

注1. ROMコードプロテクトを設定すると、パラレル入出力モードでの内蔵フラッシュ
 メモリの読み出し又は書き換えを禁止します。
注2. ROMコードプロテクト・レベル2を設定すると、出荷検査用LSIテスタ等での、
 ROMコード読み出しも禁止します。
注3. ROMコードプロテクト解除ビットで、ROMコードプロテクト・レベル1、
 及びROMコードプロテクト・レベル2を解除できます。
 ただし、パラレル入出力モードでは変更できないため、シリアル入出力モード等で
 変更してください。

ROMコードプロテクト制御番地

 シンボル アドレス 出荷時の値
 ROMCP FFDB16番地 FF16

ビット名 機　　能ビットシンボル

ROMCP1 

ROMCP2

ROMCR ROMコードプロテクト
解除ビット
(注3)

予約ビット 必ず“1”を設定してください

ROMコードプロテクト
レベル2設定ビット
(注1)(注2)

 b3 b2

 0 0 : プロテクト有効
 0 1 : プロテクト有効
 1 0 : プロテクト有効
 1 1 : プロテクト無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMコードプロテクト
レベル1設定ビット
(注1)

 b5 b4

 0 0 : プロテクト解除
 0 1 : プロテクト設定ビット有効
 1 0 : プロテクト設定ビット有効
 1 1 : プロテクト設定ビット有効

 b7 b6

 0 0 : プロテクト有効
 0 1 : プロテクト有効
 1  0 : プロテクト有効
 1  1 : プロテクト無効

1 1
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IDコードチェック機能

IDコードチェックは、標準シリアル入出力モード使用時、

フラッシュメモリの内容がブランクではない場合に、シリア

ルライタから送られてくるIDコードとフラッシュメモリに書

き込まれているIDコードが一致しているかを判定する機能で

す。コードが一致しなければ、シリアルライタから送られて

くるコマンドは受け付けません。IDコードは各8ビットのデー

タで、FFD416～FFDA16番地に割り付けられています。これ

らの番地に予めIDコードを設定したプログラムを、フラッ

シュメモリに書き込んでください。

図66.　IDコードの格納アドレス

ID7

ID6

ID5

ID4

ID3

ID2

ID1

アドレス

ROMコードプロテクト

割り込みベクタ領域

FFD516

FFD416

FFD616

FFD716

FFD816

FFD916

FFDA16

FFDB16
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パラレル入出力モード

パラレル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対する操

作(リード、プログラム、イレーズなど)に必要なソフトウエア

コマンド、アドレス、データをパラレルに入出力するモードで

す。

38C2グループ(フラッシュメモリ版)をサポートしている専用

の外部装置(ライタ)を使用してください。使用方法の詳細は各

ライタメーカの取り扱い説明書を参照してください。

ユーザROM領域とブートROM領域

パラレル入出力モードでは、図59に示すユーザROM領域お

よびブートROM領域の書き換えを行うことができます。フ

ラッシュメモリの操作方法は両領域とも同じです。

プログラム、ブロックイレーズはユーザROM領域のみを対

象としてください。ユーザROM領域とブロックを図59に示し

ます。　

ブートROM領域は、4Kバイトで、 F00016～FFFF16 番地に

配置されています。プログラム、ブロックイレーズは必ずこの

範囲内に対してのみ行ってください(この範囲外へのアクセス

は禁止)。

ブートROM領域のイレーズブロックは4Kバイト単位の1ブ

ロックのみです。ブートROM領域は、三菱からの出荷時に標

準シリアル入出力モードの制御ソフトウエアが書き込まれま

す。したがって、標準シリアル入出力モードで使用される場合

には、ブートROM領域の書き込みは必要ありません。
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端子の機能説明(フラッシュメモリ標準シリアル入出力モード)
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図67.　標準シリアル入出力モード時の端子結線図
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標準シリアル入出力モード

標準シリアル入出力モードは、内蔵フラッシュメモリに対

する操作(リード、プログラム、イレーズなど)に必要なソフト

ウエアコマンド、アドレス、データをシリアルに入出力する

モードで、専用のシリアルライタを使用します。

標準シリアル入出力モードは、パラレル入出力モードと異

なり、CPUがフラッシュメモリの書き替え(CPU書き換えモー

ド使用)と書き換えデータのシリアル入力等の制御を行いま

す。標準シリアル入出力モードは、P41(CE)端子を“H”、

CNVSS端子を“H”(VCC=4.5～5.5V時はVCCに接続、VCC=3.0

～4.5V時はVPP端子として外部からVPP=4.5～5.5Vを供給)に

接続して、リセットを解除することで起動します。(通常のマ

イコンモードでは、CNVSSは“L”に設定してください。)　

この制御プログラムは三菱からの出荷時にブートROM領域

に書き込まれています。したがって、パラレル入出力モード

でブートROM領域を書き換えた場合には、標準シリアル入出

力モードは使用できなくなりますので注意してください。図

67に標準シリアル入出力モード時の端子結線図を示します。

シリアルデータの入出力は、UART2の端子SCLK2、RXD2、

TXD2、SRDY2(BUSY)の4本を使って行います。

SCLK2端子は転送クロックの入力端子で、外部から転送ク

ロックを転送します。TXD2端子は CMOS出力です。SRDY2

(BUSY)端子は、受信準備が完了すれば“L”となり、受信動作

を開始すれば“H”を出力します。送受信データは8ビット単位

でシリアル転送します。

標準シリアル入出力モードでは、図59に示すユーザROM領

域のみ書き換えが可能で、ブートROM領域は書き換えできま

せん。

標準シリアル入出力モードは、7バイトのIDコードを持って

います。フラッシュメモリの内容がブランクでない場合、ID

コードの内容が一致しなければライタから送られてくるコマ

ンドを受け付けません。

機能概要(標準シリアル入出力モード)

標準シリアル入出力モードでは、4線式クロック同期形のシ

リアルI/O(UART2)を用いて外部装置(シリアルライタ等)との

間でソフトウエアコマンド、アドレス、データ等の入出力を

行います。受信時には、ソフトウエアコマンド、アドレス、

及びプログラムデータは、SCLK2端子に入力する転送クロック

の立ち上がりに同期して、RXD2端子から内部に取り込みま

す。送信時には、リードデータ及びステータスは、転送ク

ロックの立ち下がりに同期して、TXD2端子から外部に出力し

ます。

TXD2端子は、CMOS出力です。転送は8ビット単位、LSB

ファーストで行います。

送信、受信中及びイレーズ、プログラム実行中等のビジー

期間中には、SRDY2(BUSY)端子が“H”となります。したがっ

て、次の転送は、必ずSRDY2(BUSY)端子が“L”となった後に

開始してください。

また、メモリ内のデータ、ステータスレジスタ等はソフト

ウエアコマンド入力後のリードで読み出すことができます。

フラッシュメモリの動作状態、プログラムやイレーズの正常

／エラー終了等の状態はステータスレジスタを読み出すこと

でチェックできます。以下、ソフトウエアコマンド、ステー

タスレジスタ等について説明します。
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表11.　ソフトウエアコマンド一覧表(標準シリアル入出力モード)

ソフトウエアコマンド

表11にソフトウエアコマンドの一覧表を示します。標準シ

リアル入出力モードでは、RXD端子からソフトウエアコマン

ドを転送することにより、イレーズ、プログラム、リード等

の制御を行います。標準シリアル入出力モードのソフトウエ

アコマンドは、基本的にはパラレル入出力モードのものと同

じですが、IDチェック機能、ダウンロード機能、バージョン

情報出力機能、ブートROM領域出力機能の4コマンドを追加

しています。
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図68.　ページリードコマンド時のタイミング

リードステータスレジスタコマンド

ステータス情報を読み出します。1バイト目の転送でコマン

ドコード“7016”を転送すると、2バイト目の転送でステータス

レジスタ(SRD）、3バイト目の転送でステータスレジスタ

(SRD1)の内容を出力します。

図69.　リードステータスレジスタコマンド時のタイミング

以下に各ソフトウエアコマンドの内容を説明します。

ページリードコマンド

フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイト

ずつ順番に読み出します。以下の手順でページリードコマン

ドを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“FF16”を転送します。

(2) 2バイト、3バイト目の転送でアドレスA8～A15、アドレス

A16～A23を転送します。

(3) 4バイト目以降に、クロックの立ち下がりに同期してアド

レスA8～A23で指定したページ(256 バイト)のデータ(D0～D7)

を最小のアドレスから順番に出力します。

FF16 A8～A15 A16～A23

data0 data255

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)

7016

SRD出力 SRD1出力

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)
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図71.　ページプログラムコマンド時のタイミング

クリアステータスレジスタコマンド

ステータスレジスタのエラー終了を示すビット(SR3～5)が

セットされた後、これらをクリアするためのコマンドです。1

バイト目の転送でコマンドコード“5016”を転送すると、上記の

ビットをクリアします。クリアステータスレジスタが終了す

ると、SRDY2(BUSY)信号は“H”から“L”に変化します。

図70.　クリアステータスレジスタ時のタイミング

ページプログラムコマンド

フラッシュメモリの指定したページ(256バイト)を1バイト

ずつ順番に書き込みます。以下の手順でページプログラムコ

マンドを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“4116”を転送します。

(2) 2バイト目、3バイト目の転送でそれぞれ、アドレスA8～

A15、アドレスA16～A23を転送します。

(3) 4バイト目以降、ライトデータ(D0～D7)を指定したページ

の最小のアドレスから順番に256バイト入力すると、自動的に

指定したページに対し書き込み動作を開始します。

次の256バイトの受信準備が完了すればSRDY2(BUSY)信号

が“H”から“L”に変化します。ステータスレジスタを読み出す

ことにより、プログラムの結果を知ることができます。詳し

くはステータスレジスタの節を参照してください。

5016

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)

4116 A8～A15 A16～A23 data0 data255

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)
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図72.　ブロックイレーズコマンド時のタイミング

ブロックイレーズコマンド

指定したブロック内のデータをイレーズするコマンドで

す。以下の手順でブロックイレーズコマンドを実行してくだ

さい。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“2016”を転送します。

(2) 2バイト目の転送でアドレスA8～A15、3バイト目のシリア

ル転送でアドレスA16～A23を転送します。

(3) 4バイト目の転送で確認コマンドコード“D016”を転送する

と、フラッシュメモリの指定ブロックに対するイレーズ動作

を開始します。なお、A8～A23のアドレスは、指定するブロッ

クの最大のアドレスとしてください。

ブロックイレーズを終了するとSRDY2(BUSY)信号が“H”か

ら“L”に変化します。ブロックイレーズを終了後、ステータス

レジスタを読み出すことにより、ブロックイレーズの結果を

知ることができます。詳しくはステータスレジスタの節を参

照してください。

A8～A15 A16～A232016 D016

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)
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図74.　ダウンロード機能のタイミング

図73.　イレーズ全ブロックコマンド時のタイミング

イレーズ全ブロックコマンド

全ブロックの内容を消去するコマンドです。以下の手順で

イレーズ全ブロックコマンドを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“A716”を転送します。

(2) 2バイト目の転送で確認コマンド“D016”を転送すると、全

ブロックに対し、連続的にブロックイレーズ動作を開始しま

す。

ダウンロード機能

RAMに実行プログラムをダウンロードするコマンドです。

以下の手順でダウンロードを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“FA16”を転送します。

(2) 2バイト目、3バイト目の転送で、プログラムのサイズを転

送します。

(3) 4バイト目の転送でチェックサムを転送します。チェック

サムは、5バイト目以降に転送するデータを全て加算したもの

です。

(4) 5バイト目以降実行プログラムを転送します。

全データの転送が完了し、チェックサムが一致すれば転送

プログラムを実行します。転送プログラム容量は、内蔵する

RAMによって違います。

イレーズ全ブロックが終了するとSRDY2(BUSY)信号が“H”

から“L”に変化します。イレーズの結果も、ステータスレジス

タの読み出しにより知ることができます。

A716 D016

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)

FA16
プログラム
データ

プログラム
データ

データサイズ
(上位)

データサイズ
(下位) チェックサム

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)
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図75.　バージョン情報出力機能のタイミング

図76.　ブートROM領域出力機能のタイミング

バージョン情報出力機能

ブートROM領域に格納している制御プログラムのバージョ

ン情報を出力します。以下の手順でバージョン情報出力機能を

実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“FB16”を転送します。

(2) 2バイト目以降バージョン情報を出力します。バージョン情

報はASCIIコード8文字で構成されています。

ブートROM領域出力機能

ブートROM領域に格納している制御プログラムをページ

(256バイト)単位で読み出す機能です。以下の手順でブート

ROM領域出力機能を実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“FC16”を転送します。

(2) 2バイト、3バイト目の転送でそれぞれアドレスA8～A15、

アドレスA16～A23を転送します。

(3) 4バイト目以降に、クロックの立ち下がりに同期してアド

レスA8～A23で指定したページ(256 バイト)のデータ(D0～D7)

を最小のアドレスから順番に出力します。

FB16

'X''V' 'E' 'R'

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)

FC16 A8～A15 A16～A23

data0 data255

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)
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図77.　IDチェック機能のタイミング

図78.　IDコードの格納アドレス

IDコード

フラッシュメモリの内容がブランクではない場合、シリア

ルライタから送られてくるIDコードとフラッシュメモリに書

かれているIDコードが一致するか判定します。コードが一致

しなければ、シリアルライタから送られてくるコマンドは受

け付けません。IDコードは各8ビットのデータで、その領域は

IDチェック機能

IDコードを判断するコマンドです。以下の手順でIDチェッ

クを実行してください。

(1) 1バイト目の転送でコマンドコード“F516”を転送します。

(2) 2バイト目、3バイト目、4バイト目の転送で、それぞれID

コードの1バイト目のアドレスA0～A7、A8～A15、A16～A23

を転送してください。

(3) 5バイト目にIDコードのデータ数を転送してください。

(4) 6バイト目以降IDコードをIDコードの1バイト目から転送し

てください。

FFD416～FFDA16番地に割り付けられています。これらの番

地に予めIDコードを設定したプログラムをフラッシュメモリ

に書き込んでください。

F516 IDサイズ ID1 ID7D416 FF16 0016

SCLK2

RxD2

TxD2

SRDY2(BUSY)

I
 
D
 
7

I
 
D
 
6

I
 
D
 
5

I
 
D
 
4

I
 
D
 
3

I
 
D
 
2

I
 
D
 
1

ア
 
ド

 
レ

 
ス

R
 
O

 
M

 
コ

 
ー

 
ド

 
プ

 
ロ

 
テ

 
ク

 
ト

割
 
り

 
込

 
み

 
ベ

 
ク

 
タ

 
領

 
域

F
 
F

 
D

 
51

 
6

F
 
F

 
D

 
41

 
6

F
 
F

 
D

 
61

 
6

F
 
F

 
D

 
71

 
6

F
 
F

 
D

 
81

 
6

F
 
F

 
D

 
91

 
6

F
 
F

 
D

 
A1

 
6

F
 
F

 
D

 
B1

 
6



74

三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

 開
発
中 この仕様書は暫定仕様書であり、今後変更することがあります。

表12.　ステータスレジスタ(SRD)

シーケンサステータス(SR7)

シーケンサステータスはフラッシュメモリの動作状況を示

すもので、電源投入時及びディープパワーダウンモードから

の復帰時は“1” (レディ)にセットされます。プログラムやイ

レーズの動作中は“0” (ビジー)にセットされますが、これらの

動作終了とともに“1”にセットされます。

イレーズステータス(SR5)

イレーズステータスはイレーズの動作状況を知らせるもの

で、消去エラーが発生すると“1”にセットされ、クリアされる

と“0”になります。

プログラムステータス(SR4)

プログラムステータスはプログラムの動作状況を知らせる

もので、書き込みエラーが発生すると“1”にセットされ、クリ

アされると“0”になります。

ステータスレジスタ(SRD)

ステータスレジスタは、フラッシュメモリの動作状態やイ

レーズ、プログラムの正常／エラー終了等の状態を示すレジス

タで、リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトした

とき読み出すことができます。また、ステータスレジスタはク

リアステータスレジスタコマンド(5016)をライトしたときクリ

アされます。

ステータスレジスタを表12に、各ビットの定義を以下に示

します。

リセット解除後、ステータスレジスタは、“8016”を出力しま

す。
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表13.　ステータスレジスタ1(SRD1)

ステータスレジスタ1(SRD1)

ステータスレジスタ1は、シリアル通信の状態、IDコード比

較の結果、チェックサム比較の結果等を示すレジスタで、

リードステータスレジスタコマンド(7016)をライトしたとき

SRDに続いて読み出すことができます。また、ステータスレ

ジスタ1はクリアステータスレジスタコマンド(5016)をライト

したときクリアされます。

ステータスレジスタを表13に各ビットの定義を以下に示し

ます。

電源投入時、ユーザROM領域がブランクの場合“0C16”にな

り、ユーザROM領域が書き込み済みの場合“0016”になりま

す。フラグの状態はリセットしても保持されます。

ブート更新済みビット(SR15)

ダウンロード機能を使用して制御プログラムをRAMにダウ

ンロードしたかどうか示すフラグです。

チェックサム一致ビット(SR12)

ダウンロード機能を使用して実行プログラムをダウンロー

ドしたとき、チェックサムが一致したかどうか示すフラグで

す。

ID照合済みビット(SR11　SR10)

ID照合の結果を示すフラグです。ID照合しなければ、受け

付けないコマンドがあります。

データ受信タイムアウト(SR9)

データ受信中のタイムアウトエラーの発生を示すフラグで

す。データ受信中にこのフラグが立つと、受信したデータを

破棄し、コマンド待ちに戻ります。
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図79.　フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法

フルステータスチェック

フルステータスチェックを行うことにより、イレーズ、プ

ログラムの実行結果を知ることができます。図79 にフルス

テータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処

方法を示します。

リードステータスレジスタ

SR4=1
and

SR5=1
?

NO

コマンドシーケンス
エラー

YES

SR5=0?

YES

イレーズ
エラー

NO

SR4=0?

YES

プログラム
エラー

NO

終了
(イレーズ、プログラム)

クリアステータスレジスタコマンド (5016) を実行し、ステータ
スレジスタをクリアしてください。コマンドが正しく入力され
ているか確認の上、再度動作させてください。

もしイレーズエラーが発生した場合、そのブロックは使用できません。

注1.　SR5、SR4のいずれかが“1”にセットされている状態では、ページリード、プログラム、イレーズ、
　　　イレーズ全ブロックの各コマンドは受け付けません。これらのコマンド実行前にクリアステータス
　　　レジスタコマンド (5016) を実行してください。

もしプログラムエラーが発生した場合、そのブロックは使用できません。
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図80.　標準シリアル入出力モード時の応用回路例

標準シリアル入出力モード時の応用回路(例)

標準シリアル入出力モードを使用する場合の応用回路例を示

します。ライタによって制御するピン等が違いますので、詳細

はライタのマニュアルを参考にしてください。
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三菱マイクロコンピュータ

38C2グループ

SINGLE-CHIP 8-BIT CMOS MICROCOMPUTER

規格値（フラッシュメモリ版）
表14．絶対最大定格（フラッシュメモリ版）

記　号
VCC
VI

VI
VI
VI
VI
VI
VO

VO
VO
VO
Pd
Topr

Tstg

項　　　　目

電源電圧
入力電圧 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,

P40～P47, P50～P57, P60～P62

入力電圧 VL1
入力電圧 VL2
入力電圧 VL3
入力電圧 RESET, XIN
入力電圧 CNVSS
出力電圧 P00～P07, P10～P17, P20～P27

出力電圧 COM0～COM3

出力電圧 P30～P37, P40～P47, P50～P57,P60～P62
出力電圧 XOUT
消費電力
動作周囲温度

保存温度

条　　件 定　格　値
－0.3～6.5

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～ VL2
VL1～VL3
VL2～6.5

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～6.5

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VL3＋0.3
－0.3～VL3＋0.3
－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

300
－20～85
25±5

－40～125

単位
V
V

V
V
V
V
V
V
V
V
V

V

VSS端子を基準にして測
定する出力トランジスタ

は遮断状態

表15．推奨動作条件（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～5.5V、Ta＝－20～85℃)

電源電圧 f(φ)＝4MHz
f(φ)＝2MHz
低速モード時

電源電圧
LCD電源電圧
Ａ-Ｄ変換器基準電圧
アナログ電源電圧
アナログ入力電圧 AN0～AN7

“H”入力電圧 P04～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P32,
P35, P36, P40～P47,P52, P53, P62

“H”入力電圧 P00～P03, P31, P33,  P34, P37
P50, P51, P54～P57,  P60, P61

“H”入力電圧 RESET
“H”入力電圧 XIN,XCIN
“L”入力電圧 P04～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P32,

P35, P36, P40～P47,P52, P53, P62
“L”入力電圧 P00～P03, P31, P33,  P34, P37

P50, P51, P54～P57,  P60, P61, CNVSS
“L”入力電圧 RESET
“L”入力電圧 XIN,XCIN

VCC

VSS
VL3

VREF
AVSS
VIA
VIH

VIH

VIH
VIH
VIL

VIL

VIL
VIL

規　格　値

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

項　　　　目 最　小

4.0
2.5

2.5

2.5

2.0

AVSS

0.7VCC

0.8VCC

0.8VCC

1.5

0

0

0

0

標 準

5.0
5.0

5.0
0

0

最　大

5.5（注）
5.5（注）

5.5（注）

5.5

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

0.3 VCC

0.2 VCC

0.2 VCC

0.4

記　号 単位

出力ポート時
セグメント出力時

Ta＝25℃ mW
℃
℃
℃

マイコン動作時
フラッシュメモリモード時

（注）プログラム/イレーズ時のVCC=5.0～5.5Vの時の規格です。
　　プログラム/イレーズ時のVCC=3.0～5.0Vの時、プログラム/イレーズ時のVCC+0.5Vです。
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表16．推奨動作条件（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～5.5V、Ta＝－20～85℃)

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力総尖頭電流  (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P30～P37, P52, P53

“H”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

“H”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力総平均電流 (注1)
P30～P37, P52, P53

“H”出力尖頭電流  (注2)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力尖頭電流 (注2)
P30～P37, P41～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力尖頭電流  (注2)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力尖頭電流 (注2)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力尖頭電流 (注2)
P30～P37, P52, P53

“H”出力平均電流 (注3)

P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力平均電流 (注3)

P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力平均電流 (注3)

P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力平均電流 (注3)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力平均電流 (注3)
P30～P37, P52, P53

ΣIOH(peak)

ΣIOH(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOH(avg)

ΣIOH(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

IOH(peak)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOL(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOH(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

規　格　値

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

注1. 出力総電流は該当するポートすべてに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で、総尖頭電流は総和のピーク値
です。

2. 出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。
3. 出力平均電流は、100msの期間内での平均値です。

－20

－20

20

20

110

－10

－10

10

10

90

－1.0

－5.0

10

10

30

－0.5

－2.5

5.0

5.0

15
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表17．推奨動作条件（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～5.5V、Ta＝－20～85℃)

タイマX、タイマY
入力周波数
（デューティ50％時）

タイマX、タイマY、
タイマ1、2、3、4用クロック周波数
（各タイマのカウントソース周波数）

システムクロックφ周波数

メインクロック入力発振周波数(注1)

サブクロック入力発振周波数(注1、2)

f(CNTR0)
f(CNTR1)

f(Tclk)

f(φ)

f(XIN)

f(XCIN)

規　格　値

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

kHz

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

4.0

(4×VCCー4)/3

8.0

(8×VCCー8)/3

4.0

(4×VCCー4)/3

8.0

5032.768

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（VCC≦4.0V）

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（VCC≦4.0V）

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（VCC≦4.0V）

測  定  条  件

注1．発振周波数はデューティ50％の場合です。
注2．低速モードを使用する場合、時計用クロック入力発振周波数はf(XCIN)＜f(XIN)/3としてください。

1.0
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表18．電気的特性（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、Ta＝－20～85℃)

“H”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力電圧
P30～P37, P40～P47,
P50～P57, P60～P62

“L”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20～P27
P40～P47, P50, P51, P54～P57
P60～P62

“L”出力電圧
P30～P37, P52,P53

ヒステリシス
INT0～INT2, CNTR0, CNTR1,
P00～P03, P54～P57

ヒステリシス
SCLK1, SCLK2, RxD1, RxD2

ヒステリシス
RESET

“H”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P62

“H”入力電流
RESET

“H”入力電流
XIN

“L”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P62

“L”入力電流
RESET

“L”入力電流
XIN

IOH＝－1mA
IOH＝－0.25mA
VCC＝2.5V

IOH＝－5mA
IOH＝－1.5mA

IOH＝－1.25mA
VCC＝2.5V
IOL＝10mA
IOL＝3mA
IOL＝2.5mA
VCC＝2.5V
IOL＝15mA

IOL＝4mA
VCC＝2.5V

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VSS
プルアップOFF
VCC＝5V, VI＝VSS
プルアップON
VCC＝3.0V, VI＝VSS
プルアップON

VI＝VSS

VI＝VSS

規　格　値

V

V

V

V

V

V
V
V

V
V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

VCC－2.0
VCC－0.8

VCC－2.0
VCC－0.5

VCC－0.8

測  定  条  件

0.5

0.5

0.5

4.0

－85

－40

－4.0

2.0
0.5

0.8

2.0

0.8

5.0

5.0

－5.0

－240

－100

－5.0

VOH

VOH

VOL

VOL

VT+－VT－

VT+－VT－

VT+－VT－

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

－60

－25
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表19．電気的特性（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC=2.5～5.5V、Ta=－20～85℃)

RAM保持電圧

電源電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

クロック停止時

2分周モード時、VCC＝5V
f(XIN)＝8MHz
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態、
A-D変換器動作中

2分周モード時、VCC＝5V
f(XIN)＝8MHz(WIT命令実行時)
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態
A-D変換器終了状態

低速モード時、VCC＝5V、Ta≦55℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝5V、Ta＝25℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝3V、Ta≦55℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝3V、Ta＝25℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態
発振はすべて停止
Ta＝25℃、出力トランジスタは遮断状
態 (STP命令実行時)
発振はすべて停止
Ta＝85℃、出力トランジスタは遮断状
態(STP命令実行時)

測  定  条  件

VRAM

ICC

5.0

1.0

150

6

125

3

0.1

V

mA

mA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

1.8 5.5

7.2

2.0

200

10

165

6

1.0

10

表20．直流電気的特性
(指定のない場合は、VCC=4.5～5.5V、Ta=25℃)

VPP電源電流(リード時)

VPP電源電流(プログラム時)

VPP電源電流(イレーズ時)

VPP電源電圧

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

VPP＝VCC、フラッシュメモリモード時

フラッシュメモリモード時

測  定  条  件

IPP1

IPP2

IPP3

VPP 4.5

100

60

30
5.5

μA

mA

mA
V
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表21．Ａ-Ｄ変換器特性（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～5.5V、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝－20～85℃、ポートは静止状態）

表22．LCD電源特性（LCD電源用分割抵抗接続時）（フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～5.5V、Ta＝－20～85℃）

単位

kΩ

LCD電源用分割抵抗値（注）

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 測  定  条  件

200
5
120
90
150
120
170
150
190
170
150
120
170
150
190
170
190
190

RLCD

注．分割抵抗1個あたりの平均値です。

RSEL＝“10”
RSEL＝“11”

LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝1分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝2分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝4分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝8分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝1分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝2分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝4分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝8分周 RSEL＝“00”

LCD駆動
タイミングA

LCD駆動
タイミングB

単位

BITS

LSB

μs

kΩ
μA
μA

分解能
絶対精度
（量子化誤差を除く）

変換時間

ラダー抵抗
基準電圧入力電流　　
アナログ入力電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 測  定  条  件

10
±6

±5

±2

tc(XIN)×121
（注）
100
200
5.0

35
150

12
50

－
－

tCONV

RLADDER

IVREF
IIA

注．AD変換クロック選択ビットにXIN/4、XIN/8、XIN/16を選択した場合、上記時間の2、4、8倍となります。

　VCC＝VREF＝5V
　ADクロック周波数=4MHz
　10bitADモード
　VCC＝VREF＝2.5V
　ADクロック周波数=500kHz
　10bitADモード、昇圧あり
　VCC＝VREF＝5V
　ADクロック周波数=4MHz
　8bitADモード
　VCC＝VREF＝2.5V
　ADクロック周波数=1MHz
　8bitADモード、昇圧あり
　AD変換クロック選択ビット=XIN/2
　10bitADモード

　VREF＝5V
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表23．タイミング必要条件1 （フラッシュメモリ版）
 (指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間(XIN入力)
メインクロック入力“H”パルス幅
メインクロック入力“L”パルス幅
サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間
CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT2入力“H”パルス幅
INT0～INT2入力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2入力セットアップ時間
シリアルI/O1,2入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)
tWH(XIN)
tWL(XIN)
tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)
tsu(RxD-SCLK)
th(SCLK-RxD)

規　格　値

μs
ns
ns
ns
μs
μs
μs
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

2
125
50
50
20
9
9
250
105
105
80
80
800
370
370
220
100

注．0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“1”（クロック同期形）の場合です。
0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“0”（クロック非同期形）の場合、値は1/4になります。

表24．タイミング必要条件2 （フラッシュメモリ版）
(指定のない場合は、VCC＝2.5～4.0V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間(XIN入力)
メインクロック入力“H”パルス幅
メインクロック入力“L”パルス幅
サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間
CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT2入力“H”パルス幅
INT0～INT2入力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2入力セットアップ時間
シリアルI/O1,2入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)
tWH(XIN)
tWL(XIN)
tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)
tsu(RxD-SCLK)
th(SCLK-RxD)

規　格　値

μs
ns
ns
ns
μs
μs
μs
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

2
125
50
50
20
9
9

750/(VCC－1)
tc(CNTR)/2－20
tc(CNTR)/2－20

230
230
2000
950
950
400
200

注．0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“1”（クロック同期形）の場合です。
0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“0”（クロック非同期形）の場合、値は1/4になります。

1000
500
500

1000
500
500
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図81．出力スイッチング特性の測定回路図

表25．スイッチング特性1（フラッシュメモリ版）
 (指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

表26．スイッチング特性2（フラッシュメモリ版）
 (指定のない場合は、VCC＝2.5～4.0V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃）

シリアルI/O1,2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1,2出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1,2クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1,2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力立ち上がり時間 P00～P07, P10～P17, P20～P27　(注2)

P30～P37, P40～P47, P50～P57, 　
P60～P62　(注2)

CMOS出力立ち下がり時間 P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 　
P60～P62　(注2)

tWH (SCLK)
tWL (SCLK)
td (SCLK-TXD)
tV (SCLK-TXD)
tr (SCLK)
tf (SCLK)
tr (CMOS)

tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

注1．UART制御レジスタの Pチャネル出力禁止ビット(0FE116番地または0FE416番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT、XCOUTを除きます。

140

30
30
4025 ns

tC(SCLK)/2－30
tC(SCLK)/2－30

－30

15

15

30

30

ns

ns

tC(SCLK)/2－80
tC(SCLK)/2－80

－30

注1．UART制御レジスタのPチャネル出力禁止ビット(0FE116番地または0FE416番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT、XCOUTを除きます。

400

80
80
120

シリアルI/O1,2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1,2出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1,2クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1,2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力立ち上がり時間 P00～P07, P10～P17, P20～P27　(注2)

P30～P37, P40～P47, P50～P57, 　
P60～P62　(注2)

CMOS出力立ち下がり時間 P00～P07, P10～P17, P20～P27
P30～P37, P40～P47, P50～P57, 　
P60～P62　(注2)

tWH (SCLK)
tWL (SCLK)
td (SCLK-TXD)
tV (SCLK-TXD)
tr (SCLK)
tf (SCLK)
tr (CMOS)

tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

ns

ns

ns

80

80

60

40

40

被測定出力端子

100pF

CMOS出力

被測定出力端子

100pF

Nチャネルオープンドレイン出力（注）

1kΩ

注．UART制御レジスタ(0FE116番地または0FE416番地)の
　　ビット4が“1”のとき（Nチャネルオープンドレイン出力モード)
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図82．タイミング図
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規格値（マスクROM版）
表27．絶対最大定格（マスクROM版）

記　号
VCC
VI

VI
VI
VI
VI
VO

VO
VO
VO
Pd
Topr
Tstg

項　　　　目

電源電圧
入力電圧 P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,

P40～P47, P50～P57, P60～P62

入力電圧 VL1
入力電圧 VL2
入力電圧 VL3
入力電圧 RESET, XIN,CNVSS
出力電圧 P00～P07, P10～P17, P20～P27

出力電圧 COM0～COM3

出力電圧 P30～P37, P40～P47, P50～P57,P60～P62
出力電圧 XOUT
消費電力
動作周囲温度
保存温度

条　　件 定　格　値
－0.3～6.5

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～ VL2
VL1～VL3
VL2～6.5

－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VL3＋0.3
－0.3～VL3＋0.3
－0.3～VCC＋0.3
－0.3～VCC＋0.3

300
－20～85
－40～125

単位
V
V

V
V
V
V
V
V
V
V

V

VSS端子を基準にし
て測定する出力トラ
ンジスタは遮断状態

出力ポート時
セグメント出力時

表28．推奨動作条件（マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC＝1.8～5.5V、Ta＝－20～85℃)

電源電圧 システムクロック周波数　f(φ)＝4MHz
システムクロック周波数　f(φ)＝2MHz
システムクロック周波数　f(φ)＝1MHz
低速モード時

電源電圧
LCD電源電圧
Ａ-Ｄ変換器基準電圧
アナログ電源電圧
アナログ入力電圧 AN0～AN7

“H”入力電圧 P04～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P32,
P35, P36, P40～P47,P52, P53, P62

“H”入力電圧 P00～P03, P31, P33,  P34, P37
P50, P51, P54～P57,  P60, P61

“H”入力電圧 RESET

“H”入力電圧 XIN,XCIN
“L”入力電圧 P04～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P32,

P35, P36, P40～P47,P52, P53, P62
 “L”入力電圧 P00～P03, P31, P33,  P34, P37

P50, P51, P54～P57,  P60, P61, CNVSS
“L”入力電圧 RESET

“L”入力電圧 XIN,XCIN

VCC

VSS
VL3
VREF
AVSS
VIA

VIH

VIH

VIH

VIH
VIL

VIL

VIL

VIL

規　格　値

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

項　　　　目 最　小

4.0
2.0

1.8

1.8

2.5

2.0

AVSS

0.7VCC

0.8VCC

0.8VCC
         65×VCC-99

         100

1.5

0

0

0

0

0

標 準

5.0
5.0

5.0

5.0
0

0

最　大

5.5
5.5

5.5

5.5

5.5
VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

0.3 VCC

0.2 VCC

0.2 VCC
65×VCC-99

100

0.4

記　号 単位

Ta＝25℃ mW
℃
℃

2.2V≦VCC≦5.5V

VCC≦2.2V

2.2V≦VCC≦5.5V

VCC≦2.2V

VCC-
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表29．推奨動作条件
(指定のない場合は、VCC＝1.8～5.5V、Ta＝－20～85℃)

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力総尖頭電流  (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P30～P37, P52, P53

“H”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37

“H”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力総平均電流 (注1)
P30～P37, P52, P53

“H”出力尖頭電流  (注2)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力尖頭電流 (注2)
P30～P37, P41～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力尖頭電流  (注2)
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力尖頭電流 (注2)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力尖頭電流 (注2)
P30～P37, P52, P53

“H”出力平均電流 (注3)

P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力平均電流 (注3)

P40～P47, P50～P57, P60～P62

“L”出力平均電流 (注3)

P00～P07, P10～P17, P20～P27

“L”出力平均電流 (注3)
P40～P47, P50, P51, P54～P57, P60～P62

“L”出力平均電流 (注3)
P30～P37, P52, P53

ΣIOH(peak)

ΣIOH(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOH(avg)

ΣIOH(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

IOH(peak)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOL(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOH(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

規　格　値

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

注1. 出力総電流は該当するポートすべてに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で、総尖頭電流は総和のピーク値
です。

2. 出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。
3. 出力平均電流は、100msの期間内での平均値です。

－20

－20

20

20

110

－10

－10

10

10

90

－1.0

－5.0

10

10

30

－0.5

－2.5

5.0

5.0

15
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表30．推奨動作条件（マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC＝1.8～5.5V、Ta＝－20～85℃)

タイマX、タイマY
入力周波数
（デューティ50％時）

タイマX、タイマY、
タイマ1、2、3、4用
クロック周波数
（各タイマのカウントソース
周波数）

システムクロックφ周波数

メインクロック
入力発振周波数
(注1)

サブクロック入力発振周波数(注1、2)

f(CNTR0)
f(CNTR1)

f(Tclk)

f(φ)

f(XIN)

f(XCIN)

規　格　値

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

MHz

kHz

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

4.0

VCC

5×VCC－8

8.0

2×VCC

10×VCC－16

4.0

VCC

5×VCC－8

8.0

20×VCC－32

50

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（2.0V≦VCC≦4.0V）

（VCC≦2.0V）

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（2.0V≦VCC≦4.0V）

（VCC≦2.0V）

（4.0V≦VCC≦5.5V）

（2.0V≦VCC≦4.0V）

（VCC≦2.0V）

（2.0V≦VCC≦5.5V）

（VCC≦2.0V）

測  定  条  件

32.768

注1．発振周波数はデューティ50％の場合です。
注2．低速モードを使用する場合、時計用クロック入力発振周波数はf(XCIN)＜f(XIN)/3としてください。

1.0

1.0
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表31．電気的特性(マスクROM版)
(指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、Ta＝－20～85℃)

“H”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20～P27

“H”出力電圧
P30～P37, P40～P47,
P50～P57, P60～P62

“L”出力電圧
P00～P07, P10～P17, P20～P27
P40～P47, P50, P51, P54～P57
P60～P62

“L”出力電圧
P30～P37, P52, P53

ヒステリシス
INT0～INT2, CNTR0, CNTR1,
P00～P03, P54～P57

ヒステリシス
SCLK1, SCLK2, RxD1, RxD2

ヒステリシス
RESET

“H”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P62

“H”入力電流
RESET

“H”入力電流
XIN

“L”入力電流
P00～P07, P10～P17, P20～P27,
P30～P37, P40～P47, P50～P57,
P60～P62

“L”入力電流
RESET

“L”入力電流
XIN

IOH＝－1mA
IOH＝－0.25mA
VCC＝1.8V

IOH＝－5mA
IOH＝－1.5mA

IOH＝－1.25mA
VCC＝1.8V
IOL＝10mA
IOL＝3mA
IOL＝2.5mA
VCC＝1.8V
IOL＝15mA

IOL＝4mA
VCC＝1.8V

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VSS
プルアップOFF
VCC＝5V, VI＝VSS
プルアップON
VCC＝1.8V, VI＝VSS
プルアップON

VI＝VSS

VI＝VSS

規　格　値

V

V

V

V

V

V
V
V

V
V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

VCC－2.0
VCC－0.8

VCC－2.0
VCC－0.5

VCC－0.8

測  定  条  件

0.5

0.5

0.5

4.0

－120

－20

－4.0

2.0
0.5

0.8

2.0

0.8

5.0

5.0

－5.0

－240

－40

－5.0

VOH

VOH

VOL

VOL

VT+－VT－

VT+－VT－

VT+－VT－

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

－60

－5.0
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表32．電気的特性（マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC=1.8～5.5V、Ta=－20～85℃)

RAM保持電圧

電源電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

クロック停止時

2分周モード時、VCC＝5V
f(XIN)＝8MHz
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態、
A-D変換器動作中

2分周モード時、VCC＝5V
f(XIN)＝8MHz(WIT命令実行時)
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態
A-D変換器終了状態

低速モード時、VCC＝5V、Ta≦55℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝5V、Ta＝25℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝3V、Ta≦55℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時、VCC＝3V、Ta＝25℃
f(XIN)＝停止
f(XCIN)＝32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態
発振はすべて停止
Ta＝25℃、出力トランジスタは遮断状
態 (STP命令実行時)
発振はすべて停止
Ta＝85℃、出力トランジスタは遮断状
態(STP命令実行時)

測  定  条  件

VRAM

ICC

2.7

1.0

14

6

7

3

0.1

V

mA

mA

μA

μA

μA

μA

μA

μA

1.8 5.5

4.2

2.0

21

10

12

6

1.0

10
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表33．Ａ-Ｄ変換器特性（マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC＝2.2～5.5V、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝－20～85℃、ポートは静止状態）

表34．LCD電源特性（LCD電源用分割抵抗接続時）（マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC＝1.8～5.5V、Ta＝－20～85℃）

単位

BITS
LSB

μs

kΩ
μA
μA

分解能
絶対精度
（量子化誤差を除く）

変換時間

ラダー抵抗
基準電圧入力電流　　
アナログ入力電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 測  定  条  件

10
±5

±4

±2

tc(XIN)×121
（注）
100
200
5.0

35
150

12
50

－
－

tCONV

RLADDER

IVREF
IIA

注．AD変換クロック選択ビットにXIN/4, XIN/8, XIN/16を選択した場合、上記時間の2、4、8倍となります。

　VCC＝VREF＝5V
　ADクロック周波数=4MHz
　10bitADモード
　VCC＝VREF＝2.2V
　ADクロック周波数=500kHz
　10bitADモード、昇圧あり
　VCC＝VREF＝5V
　ADクロック周波数=4MHz
　8bitADモード
　VCC＝VREF＝2.2V
　ADクロック周波数=1MHz
　8bitADモード、昇圧あり
　AD変換クロック選択ビット=XIN/2
　10bitADモード

　VREF＝5V

単位

kΩ

LCD電源用分割抵抗値（注）

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 測  定  条  件

200
5
120
90
150
120
170
150
190
170
150
120
170
150
190
170
190
190

RLCD

注．分割抵抗1個あたりの平均値です。

RSEL＝“10”
RSEL＝“11”

LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝1分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝2分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝4分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝8分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝1分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝2分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝4分周 RSEL＝“00”
LCD回路 RSEL＝“01”
分周比＝8分周 RSEL＝“00”

LCD駆動
タイミングA

LCD駆動
タイミングB
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表35．タイミング必要条件1 （マスクROM版）
 (指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間(XIN入力)
メインクロック入力“H”パルス幅
メインクロック入力“L”パルス幅
サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間
CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT2入力“H”パルス幅
INT0～INT2入力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2入力セットアップ時間
シリアルI/O1,2入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)
tWH(XIN)
tWL(XIN)
tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)
tsu(RxD-SCLK)
th(SCLK-RxD)

規　格　値

μs
ns
ns
ns
μs
μs
μs
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

2
125
50
50
20
9
9
250
105
105
80
80
800
370
370
220
100

注．0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“1”（クロック同期形）の場合です。
0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“0”（クロック非同期形）の場合、値は1/4になります。

表36．タイミング必要条件2 （マスクROM版）
(指定のない場合は、VCC＝1.8～4.0V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

リセット入力“Ｌ”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間
(XIN入力)
メインクロック入力“H”パルス幅

メインクロック入力“L”パルス幅

サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力サイクル時間

CNTR0, CNTR1入力“H”パルス幅
CNTR0, CNTR1入力“L”パルス幅
INT0～INT2入力“H”パルス幅
INT0～INT2入力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1,2入力セットアップ時間
シリアルI/O1,2入力ホールド時間

tW(RESET)
tC(XIN)

tWH(XIN)

tWL(XIN)

tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)

tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)
tWL(INT)
tC(SCLK)
tWH(SCLK)
tWL(SCLK)
tsu(RxD-SCLK)
th(SCLK-RxD)

規　格　値

μs
ns
ns
ns
ns
ns
ns
μs
μs
μs
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

2
125

250/(5×VCC－8)
50

tc(XIN)/2-12.5
50

tc(XIN)/2-12.5
20
9
9

1000/VCC
1000/(5×VCC－8)
tc(CNTR)/2－20
tc(CNTR)/2－20

230
230
2000
950
950
400
200

注．0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“1”（クロック同期形）の場合です。
0FE016番地又は0FE316番地のビット6が“0”（クロック非同期形）の場合、値は1/4になります。

2.0 V≦VCC≦4.0V
VCC≦2.0V
2.0 V≦VCC≦4.0V
VCC≦2.0V
2.0 V≦VCC≦4.0V
VCC≦2.0V

2.0 V≦VCC≦4.0V
VCC≦2.0V

1000
500
500

1000
1000
500
500
500
500
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図83．出力スイッチング特性の測定回路図

表38．スイッチング特性2（マスクROM版）
 (指定のない場合は、VCC＝1.8～4.0V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃）

シリアルI/O1,2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1,2出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1,2クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1,2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力立ち上がり時間

CMOS出力立ち下がり時間

tWH (SCLK)
tWL (SCLK)
td (SCLK-TXD)
tV (SCLK-TXD)
tr (SCLK)
tf (SCLK)
tr (CMOS)

tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

tC(SCLK)/2－80
tC(SCLK)/2－80

－30

注1．UART制御レジスタのPチャネル出力禁止ビット(0FE116番地または0FE416番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT、XCOUTを除きます。

400

80
80
120
80

80

60
40

40

表37．スイッチング特性1（マスクROM版）
 (指定のない場合は、VCC＝4.0～5.5V、VSS＝0V、Ta＝－20～85℃)

シリアルI/O1,2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1,2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O1,2出力遅延時間 (注1)
シリアルI/O1,2出力有効時間 (注1)
シリアルI/O1,2クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1,2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力立ち上がり時間

CMOS出力立ち下がり時間

tWH (SCLK)
tWL (SCLK)
td (SCLK-TXD)
tV (SCLK-TXD)
tr (SCLK)
tf (SCLK)
tr (CMOS)

tf (CMOS)

規　格　値

ns
ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

tC(SCLK)/2－30
tC(SCLK)/2－30

－30

注1．UART制御レジスタの Pチャネル出力禁止ビット(0FE116番地または0FE416番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT、XCOUTを除きます。

140

30
30
40
30

30

25
15

15

ns
ns

ns

被測定出力端子

100pF

CMOS出力

被測定出力端子

100pF

Nチャネルオープンドレイン出力（注）

1kΩ

注．UART制御レジスタ(0FE116番地または0FE416番地)の
　　ビット4が“1”のとき（Nチャネルオープンドレイン出力モード)

P00～P07, P10～P17, P20～P27（注2）
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P62（注2）
P00～P07, P10～P17, P20～P27（注2）
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P62（注2）

P00～P07, P10～P17, P20～P27（注2）
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P62（注2）
P00～P07, P10～P17, P20～P27（注2）
P30～P37, P40～P47, P50～P57
P60～P62（注2）
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図84．タイミング図
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外形寸法図

LQFP64-P-1010-0.50 –
Weight(g)

–
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Cu Alloy

64P6Q-A Plastic 64pin 10✕ 10mm body LQFP

–
0.1

–

– –
0.2

––

– –

–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1

y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1

0.225
––I2 1.0
––MD 10.4
––ME 10.4

10°0°
0.1
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0.70.50.3
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・弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、人身事故、
火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

・本資料は、お客様が用途に応じた適切な三菱半導体製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報について三菱電機が所有する知的財産権その他の権利
の実施、使用を許諾するものではありません。

・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、三菱電機は責任を負いません。
・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のものであり、三菱電機は、予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を
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Rev. Rev.

No. date

1.0 PDFファイル初版発行 2000-8-30

2.0 P1  　特長　命令実行時間　0.25μ s → 0.50μ s 2001-2-23

                      電源電圧　ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ時 → 2分周ﾓｰﾄﾞ時

                                          2分周ﾓｰﾄﾞ時 → 4分周ﾓｰﾄﾞ時

                      消費電力　ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ時･･･26mW → 2分周ﾓｰﾄﾞ時･･･14mW

　　   図 1　外形　64P6N-A→64P6U-A

P4　  図 3　パッケージ種類　64P6N-A→64P6U-A

P5　  図 4　パッケージ　64P6N-A→64P6U-A

P6　  表 2　パッケージ　64P6N-A→64P6U-A、備考　「計画中」追記

P7  　図5中　ﾒｲﾝｸﾛｯｸ(XIN-XOUT)分周比選択ﾋﾞｯﾄ

                        1 1 ：XIN(ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ)→使用禁止　

P10　図9中　注2　追加（VLSELの件）

P31　図28中　AD変換ｸﾛｯｸ選択ﾋﾞｯﾄ

00:分周なし　→　XIN/2

01:2分周　　  →　XIN/4

10:4分周　　  →　XIN/8

11:8分周　　  →　XIN/16

P32　図30中　注2　追加（VLSELの件）

P35　図33中　注1､2　追加（同上＋VLSEL"1"時はRSELに "10"を書くこと）

P41　●ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏの動作  ｽﾙｰ/2/4/8分周ﾓｰﾄﾞ時 → 2/4/8分周ﾓｰﾄﾞ時

P45　●周波数制御　(4)ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ　文章削除

　 注の文章中、1行目｢ｽﾙｰ/2/4/8分周ﾓｰﾄﾞ･･･｣→｢2/4/8分周ﾓｰﾄﾞ･･･｣

P46　図50中　ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ記述　削除

P47　図51中　ｽﾙｰﾓｰﾄﾞ記述　削除

P49　プログラミング上の注意事項

　 「LCDに関するもの」削除

P50 「使用上の注意」追加

改訂履歴 38C2グループ　データシート
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Rev. Rev.
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2.0 （続き） 2001-2-23

P52　表9推奨動作条件(ﾏｽｸROM版)　

電源電圧条件　f(φ)=8MHz → 4MHz

電源電圧条件　f(φ)=2MHz の時の最小規格値  1.8 → 2.0

電源電圧　新項目追加　条件：f(φ)=1MHz

VIH RESET 0.9VCC→0.8VCC

VL3　追加

VREF　規格値　変更  最小値 Vcc-0.3 → 2.0 最大値 Vcc+0.3 → Vcc

P54　表11推奨動作条件(ﾏｽｸROM版)

ﾀｲﾏX、Y入力周波数 f(CNTR0), f(CNTR1)　

4.0V≦Vcc≦5.5V時　8MHz→4MHz

Vcc≦ 4.0V時の測定値を削除し、2.0≦Vcc≦ 4.0V時、Vcc≦2.0V時の測定値を追加

f(Tclk)　追加

ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ周波数 f(φ)

Vcc≦ 4.0V時の測定値を削除し、2.0≦Vcc≦4.0V時、Vcc≦2.0V時の測定値を追加　

P56　表13電気的特性(ﾏｽｸROM版)

測定条件　2分周時 → 2分周ﾓｰﾄﾞ時

測定条件　2分周ﾓｰﾄﾞ時　A-D変換器動作中　

標準規格値  5.1 → 2.7　最大規格値  7.5 → 4.2

P57　表14 A-D変換特性(ﾏｽｸROM版)　修正

P58　表16　タイミング必要条件1　tWH(XIN)　45→50、tWL(XIN)　40→50

  表 17　タイミング必要条件2　tC(XIN)、tWH(XIN)、tWL(XIN)、tC(CNTR)　改訂

P59　表18　スイッチング特性1　tr(CMOS)、tf(CMOS)　改訂

 表19　スイッチング特性2　

tWH(SCLK)、tWL(SCLK)　最小値　tC(SCLK)/2-50→ tC(SCLK)/2-80

tr(CMOS)、tf(CMOS)　改訂

P61～P89　フラッシュメモリ版　削除

2.1 P58　表17　tc(CNTR)　Vcc≦ 2.0Vのとき1000/(5×Vcc-16)　誤→1000/(5×Vcc-8)　正 2001-2-26

2.2 P49　プログラミング上の注意事項　「A-D変換に関するもの」　改訂 2001-3-2

P61　外形寸法図　64P6N-A→64P6U-A

改訂履歴 38C2グループ　データシート
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2.3 P9　図7　0FFF16番地　予約領域　→　予約領域（アクセス禁止） 2001-4-25

P17　図15　セグメント出力禁止レジスタ1　→セグメント出力禁止レジスタ0（4カ所）

P41　図40　システムクロック制御ビット“1”→“0”、“0”→“1”

RESETIN→RESET

P42　図43　b7～b1：「（“1”を書き込まないでください）」追加

3.0 P1　特長　電源電圧、消費電力　改訂 2001-6-5

ピン接続図　形名　追加

注意事項　追加

P3　端子の機能説明　AVSS　アナログ入力　→　アナログ電源入力

P31 図28　b7　昇圧回路選択ビット　注意事項　追加

P35 図33　注1　改訂、注3　追加

P36 注意事項　追加

P49 プログラミング上の注意事項；A-D変換に関するもの　改訂

P50 使用上の注意　・VL3端子に関する注意　改訂

P52～P86　フラッシュメモリ版　追加

P89 表30　推奨動作条件（マスクROM版）　

f(XIN)　メインクロック入力発振周波数　最小値→1.0

P93 表35　tc(XIN)、tWH(XIN)、tWL(XIN)　最大値　追加

　　　tc(XCIN)、tWH(XCIN)、tWL(XCIN)　追加

表36　tc(XIN)、tWH(XIN)、tWL(XIN)　最大値　追加

　　　tc(XCIN)、tWH(XCIN)、tWL(XCIN)　追加

P94 表38　スイッチング特性2　

td (SCLK‐ TXD)　シリアルI/O1,2 出力遅延時間　最大値　改訂　350　→　400

P95 図84　タイミング図　XCIN　追加

P96 外形寸法図　64P6U-A　改訂

3.1 P83 表21．Ａ-Ｄ変換器特性（フラッシュメモリ版）　絶対精度　±6、±4 → TBD 2001-6-28

3.2 P1　注意事項削除 2001-11-1

P6　表2　「計画中」削除、日付改訂

P19　タイマ部説明追記

P31　【コンパレータ及び制御回路】に説明文追記

P45　クロック発生回路　説明文改訂、図49　改訂

P51　(4)フラッシュメモリ版のVPP端子配線　追記

P83　表21　絶対精度　最大値　改訂

改訂履歴 38C2グループ　データシート
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